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第１章 生駒市環境基本計画 これまでの成果と見直しの考え方 

 
 この章では、生駒市環境基本計画がどのような思いで策定された計画で，ど

のように推進されてきたか、また、５年目見直しの考え方などを、紹介してい

ます。（見直しの対象や範囲については、8 ページをご覧ください。） 
 

生駒市環境基本計画の位置づけ 
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■生駒市環境基本計画（平成 21 年３月策定）はどのような計画か  
 
◇「絵に描いた餅」ではなく、実効性のある計画に 

平成 11（1999）年に策定された第１次生駒市環境基本計画が、７年目を迎えた平成

18（2006）年秋、次期計画（現在の生駒市環境基本計画）をどのようなものにするか

検討がはじまりました。「新しい計画は、単なる『絵に描いた餅』ではなく、実効性の

ある計画であることを最優先課題に策定する」との方針のもと、実効性のある計画にす

るため、以下の「６つの考え」を基本に、第２次生駒市環境基本計画が策定されました。 
 
◇第２次生駒市環境基本計画策定の「６つの考え」 

・市民・事業者・行政など、主体別の自発的行動に期待するだけではなく、三者協働行動を作り出す。  
・環境審議会の専門部会として策定委員会を立ち上げ、委員会で原案を策定する。  
・コーディネーターは、対等なパートナーとして参画し、策定委員と行政の対等な議論により策定する。  
・多くの市民・事業者が参加しやすい具体的行動（プロジェクト）を主体に策定する。  
・策定委員のうち、相当数を一般公募する。  
・策定された計画は、市民・事業者・行政のパートナーシップにより実行・実現する。  
 
◇策定の手順や特徴 

以下は、策定の手順や特徴です。 
策定委員会の代表者や幹事を、あらかじめ決めておくのではなく、委員相互の信頼関係が生まれてか

ら、互選で選出しました（第１回会議のガイダンスで策定方針を提示）。 
事務局から原案は出さず、学習（地域の環境問題等）やフィールドワークを通じて、委員自身により、

地域の良いところや問題点の洗い出しを進めました（第２回から 17 回会議）。 
 学習と地域の問題の洗い出しを進めた後、委員の関心分野に分かれました（４分野）。問題の絞り込

みを経て、「自分たちの課題」を確認しました（第 18 回から 24 回会議）。 
 課題達成のため、どのような活動が必要か考え、18 の協働プロジェクトを立案しました（第 24 回か

ら 36 回会議）。これが生駒市環境基本計画の柱になっています。あわせて、実現したい生駒の将来像

（ビジョン）を委員全員で話し合いました。 
平成 20 年 9 月から 10 月には、市内３ヶ所で中間案発表会を催し、多くの市民の前で計画案を披露

しました。中間案発表会の前後で、関心をもってくれた人たちも仲間に加わってもらいました。 
 

・策定期間 平成 19（2007）年３月から平成 21（2009）年３月まで、２年１ヶ月  
・策定主体 生駒市環境基本計画策定会議（生駒市環境審議会に設けた専門部会） 
・構成メンバー 公募委員（事業者含む）22 名  行政委員（担当課以外）８名 
        環境審議会から１名  計 31 名でスタート 
・会議開催 月に２回、第１、第３水曜日の夜、各回３時間 

       本会議だけで 49 回。その他、部会独自開催あり。中間案発表会３回開催 
 

◇策定後の推進に向けた準備 

計画策定中の平成 21（2009）年 1 月以降、「計画を推進するには、推進組織が必要」との認識のも

と、以下の検討や準備を進めました（第 45 回から 49 回会議）。 
・策定委員のうち、推進組織設立準備会への参加確認  
・連絡網の作成（それまでは、委員への連絡は行政が担当）  
・新たに呼び掛ける個人・団体・事業者のリストアップ 
・規約案や組織のあり方の検討 
・事務所、事務局をどうするか 
・先行して取り組むプロジェクトの実施準備 
・先進地への視察 

 これらの手順を経て、平成 21 年３月、第２次生駒市環境基本計画が完成しました。 

第１次生駒市環境基本計画 
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◇生駒市環境基本計画の構成 
 第２次生駒市環境基本計画は、計画の理念や目的・範囲などを記した序章、おもに「ビジョン（総

合、分野別）」と「指標と目標」からなる第１章、18 の「協働プロジェクト」を紹介している第２

章、「推進と評価の仕組み」について記載した第３章で構成されています。 
 

 
 

◇生駒市環境基本計画 中間見直し版の構成 

  この「中間見直し版」では、上記の各項目の見直し状況等について、以下の各ページで紹介し

ています。 

「ビジョン」…… 次ページ（変更なし）。 

   各指標における「目標の達成状況」…… 9 から 10ページ。 

  「協働プロジェクトの見直し」…… 13 ページ以降の第２章。 

   ｢推進の仕組みと残された課題｣…… 42 ページ以降の第３章。 

 

ＰＤＣＡ
サイクル

総合ビジョン

分野別ビジョン 自然環境分野 せつかつ環境分野 まち・みち環境分野 エネルギー環境分野

指標 と 目標

協働プロジェクト（見直し前）

自然環境分野

・取り戻そう子ども
が願う竜田川
・遊休農地を優良農
地にしよう
・生駒の自然を観察
しよう！そして保護
していこう

せいかつ環境分野

・環境にやさしい売り
方・買い方を推進する
生駒
・減らそう！家庭の
CO2を
・いこま菜の花いっぱ
い運動

まち・みち環境分野

・みんなで歩こう！環境まち・み
ちづくり
・みんなでつくろう緑潤うまち
・家の“300ｍ圏内”から、バス
や電車に乗れるまちをつくろ！
・自転車愛用車増大計画
・バスも電車もどこまでも自転車
でプロジェクト
・みんなでエコドライブ！きれい

に かしこく 安全に

エネルギー環境分野

・雨水利用ひろめ隊
・太陽光発電応援団
・エネルギー情報基地
「ＥＣＯＭＡベース」
・ CO2CO2減らし、創
エネでエコマネーを
ゲット！

豊かな自然と歴史と未来が融合したまち「いこま」

四季を
感じられる生駒

「すてる」をすてた
地球にやさしいくらし

歩きたくなる
たのしいまち・みち

省エネと
自然エネルギーで
快適に暮らせるまち

指標１

ＣＯ２排出量
全市14％減

（2006→2018）

指標２

ごみ排出量
家庭系ごみ
15％減など

（2007→2018）

指標３

公共交通
路線バス利用者
10％増など

（2007→2018）

指標４

河川水質
竜田川ＢＯＤ
５mg/L以下

（観測地点年間平均）

指標５

参加人数
11万7千人

（10年間累計）

分野を越えて取り組むプロジェクト ・生駒環境市民養成講座 ・ＥＣＯＭＡカーニバル

推進と評価の仕組み

第２章

第３章

第１章

序章

計画の基本事項 策定の背景と目的、理念、役割、期間、対象範囲

計画推進のあり方
パートナーシップによる推進

進行管理システム
計画の進行管理にPDCAを用いる

計画の推進体制
パートナーシップによる推進体制
庁内推進組織
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■生駒市環境基本計画のビジョン 

 ビジョンとは「将来像」のことで、「生駒市を

将来どのようなまちにしたいか」「どのようなま

ちになっている必要があるか」を表現したもの

です。 

 自然環境、せつかつ環境、まち・みち環境、エ

ネルギー環境の４分野のビジョンと、それらを

総合した「総合ビジョン」を掲載しています。 

 「このようなまちにしたい」という思いで、生

駒市環境基本計画は策定され、実現に向けて活

動しています。 

  

 
           総 合 ビ ジ ョ ン 

 

自然環境分野 ビジョン 
 

四季を感じられる生駒 
 

いつでも身近に 

多様な動植物とふれあえるまち 
 

 

せいかつ環境分野 ビジョン 
 

「すてる」をすてた地球にやさしいくらし 
 

みんなとっても買い物じょうず 

みんなとってもやりくりじょうず 

みんなとっても輝いています 
 

「すてる」ことをやめて 
みんなで勉強して 

力を合わせてがんばったら 

素敵なまちになりました 

素敵なくらしができるようになりました 

 

 

まち・みち環境分野 ビジョン 

歩きたくなる たのしい まち・みち 
 

市内の生活環境が整いました。 

市内をミニバスが走っています。 

公共交通機関や代替交通で気軽に 

出かけられます。 

通勤・通学や買い物も通院も、 

便利になりました。外出が楽しみです。 

道路は整備され、 

まちなみは花と緑が豊かです。 

たのしく歩けるまちなみです。 

市民や観光客は市内をらくらく 

サイクリングで生駒の自然や文化を 

愛する仲間と生駒の魅力の再発見を 

しています。 

 
 

エネルギー環境分野 ビジョン 

省エネと自然エネルギーで 
快適に暮らせるまち 

 
私たちは生駒の豊かな自然の恵みを大切にし、 

太陽光発電、雨水利用などにより自分たちの 

使うエネルギーを創り出している。 

そして、企業や個人を問わずエネルギーを 

効率よく使うライフスタイルが広まり、 

無理なく無駄なく快適なまちに暮らしている。 

 

豊かな自然と歴史と未来が融合したまち「いこま」 

 

すいすい きらきら さらさら 

気持ちのいい「音」があふれています 

わいわい がやがや わくわく 

たのしそうな「声」があふれています 

 

徒歩や自転車で「いこま」をめぐると感じます 

生駒山や矢田丘陵の恵みをいただき 竜田川の清流が流れる 

自然がいっぱいの緑ゆたかなまち 

「こんにちは～」 

「気をつけて～」 

「ありがと～」 

自然と声をかけあいます 

宝山寺 往馬大社 暗峠など万葉集にも詠われた歴史のまち 

魚が泳ぎ 鳥がさえずり 虫の声が心地よく聞こえる 

四季を感じるまち 

たくさんの人たちが電車・バスで訪れる魅力あふれるまち 

 

私たちのいこまはいろんな「顔」を持つ 

とても素敵なまち 

住む人 働く人 訪れる人 みんなの知恵と協力と 

科学の力を利用して 築いてきた姿です 

私たちは学びました みんなで力を合わせれば 

夢はかなうということを 夢は守れるということを 

私たちはつなぎます 

未来ある子どもたちに このまちを 
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■策定後のあゆみ 

◇計画策定後、推進組織設立準備会が発足 

平成 21（2009）年３月、第２次生駒市環境基本計画が策定された後、計画策定に携わった委員や有

志が集い、「生駒市環境基本計画推進組織設立準備会」が発足しました（同年 5 月 27 日）。準備会では

以下の検討や準備作業を進めました。 
・役員の選出、設立趣意書の作成、名称の検討 
・会員要件、会費、予算、規約、年度事業計画、役員体制などの検討と案の確定 
７月以降、市民・事業者への参加呼びかけをはじめました。 

 
◇生駒市環境基本計画推進会議（ECO-net 生駒）の設立 

平成 21（2009）年 10 月 31 日、生駒市環境基本計画推進会議設立大会が催され、市民・事業者・

行政三者協働による推進会議が正式発足しました。後に公募により、「ECO-net 生駒」が愛称として

選ばれました（以下 ECO-net 生駒と表記）。市庁舎の環境政策課内の一角に、ECO-net 生駒の事務所

が開設され、環境政策課が事務局を担当することになりました。 
運営体制としては、年に一度開催される総会のもと、運営委員会が

設置され、計画策定時の「分野」をもとに、自然環境、せいかつ環

境、エネルギー環境、まち・みち環境の各部会が設立されました。「分

野を越えて全体で取り組むプロジェクト」の推進のため設けられた

「共通部会」と合わせて、計５部会で計画を推進していくことになり

ました。また、部会合同の全体会も開催されています。 
平成 25（2013）年現在、全 18 の協働プロジェクトの大半が実

行・実践されるなど、成果をあげています。 
 

おもな成果 

  
  

生駒市役所・環境政策課内に「ECO- 
net 生駒」の事務局を開設。 

市内食品スーパー11 社とレジ袋有
料化一斉実施で合意（先行実施店あ
り）。奈良県内初。 
写真は、レジ袋有料化協定調印式 
平成 25 年 10 月 30 日。 
 

太陽光発電普及のための市民ファン

ド（一般社団法人市民エネルギー生

駒）が設立された（太陽光発電応援

団の活動から発展）。 
平成 25 年 10 月 26 日。 

生駒市の中心を流れる竜田川の水

質検査で、平成 23 年度以降、継続

して環境基準を満たす観測点があ

らわれるようになった。 
写真は、竜田川クリーンキャンペ

ーンの光景。平成 25 年 10 月 27 日。 
 

 各プロジェクトの進捗・成果については、11 から 12 ページの「生駒市環境基本計画の進捗 協働

プロジェクトと関連施策」および、第２章をご覧ください。 
 また、協働プロジェクト以外の環境施策とその成果については、13 から 14 ページの「その他の環

境施策」をご覧ください。 
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■計画見直しの考え方 

◇計画見直し作業の実施体制 
 生駒市環境基本計画は、期間 10 年とした計画で、「概ね計画策定後、５年を目安とし、社会情勢の

変化に応じて計画を見直し、更新します。」とされています※。今回の見直しはそれに沿ったもので、

平成 25（2013）年 5 月開催の生駒市環境審議会の了承を得て、これまで計画推進にあたってきた

ECO-net 生駒において、見直しを進めていくことになりました。 
※生駒市環境基本計画 p.10 5 生駒市環境基本計画の期間より 

 
◇見直しの対象・範囲 

 ４ページで紹介したように、生駒市環境基本計画は「多くの市民・事業者が参加しやすい具体的行

動（プロジェクト）を主体に」構成されています。今回の見直しでは、おもに１８の協働プロジェク

トの内容について見直しを行いました。計画策定時の原点に戻り、これまでの成果の確認と、現在の

取り組み内容等を検証し、今後５年での目標達成を見据えたプロジェクトの絞り込み、重点化、新設

等を実施しました。あわせて、プロジェクトの推進状況を適正に評価・検証できる進行管理手法の検

討を行いました。 
 一方、今回の５年目見直しでは、計画の基本理念、期間、総合ビジョン、分野別ビジョンについて

は、見直しの対象とせず、策定時のものを維持・継承することとなりました。 
 
◇見直しの進め方   平成 25（2013）年から平成 26（2014）年 

5 月 24 日 生駒市環境審議会 環境基本計画５年目見直しの方向性の確認 
 ECO-net 生駒とともに、見直し作業をすすめることの了承。 

  6 月 7 日 ECO-net 生駒運営委員会 見直し作業の手順等を確認 
7 月８日 生駒市環境基本計画５年目見直し事業、第１回全体会 

   山下市長および琵琶湖環境科学研究所宮永健太郎氏から、問題提起等 
   以降、ECO-net 生駒の各部会で協働プロジェクトの到達評価と見直し作業を進めた。 

8 月 23 日 生駒市環境基本計画５年目見直し事業、第２回全体会 
   「市民と行政の『協働』幻想を超えて」講師 龍谷大学政策学部土山希美枝准教授 
  9 月 12 日 生駒市環境審議会 環境基本計画見直し状況の報告 
 10 月 27 日 ECO-net 生駒 設立４周年記念大会 
    各部会から分野プロジェクトの見直し状況と、成果の報告 
 11 月 27 日 生駒市環境基本計画５年目見直し事業、第３回全体会 
    環境審議会の槇村久子会長、中西達也副会長が出席。見直し内容の確認と討議 

1 月 10 日 ECO-net 生駒運営委員会 見直し計画一次案を討議 
  2 月 7 日 ECO-net 生駒運営委員会 計画最終案確認 
  2 月 28 日 環境審議会 見直し案の審議 

3 月 17 日 議会での説明 
3 月 20 日 生駒市環境基本計画５年目見直し事業、第 4 回全体会 テーマ「仲間を増やすには」 
3 月 20 日 パブリックコメント開始 
4 月 21 日 パブリックコメント終了 
６月３日 環境審議会 見直し案の審議 
６月 議会への上程 

  ○月 見直し計画の完成 

豊かな自然と 

歴史と未来が 

融合したまち 

 いこま 

平成 30 年度 

計  画  推  進 計  画  推  進 
計画 

策定 

平成 
21 年度 

中間 
見直し 

平成 
25 年度 

前半５年 
(21年度から 25年度) 

後半５年 
(26 から年度 30 年度) 
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■指標と目標 達成状況 
 
◇基準年と実績数値 

二酸化炭素排出量のみ、基準年度、実績数値の年度が違います。その他は、基準年度を平成 19
（2007）年、実績値は平成 24（2012）年度になっています。また、「ごみ排出量」については、平成

23 年度に策定された「ごみ半減プラン（生駒市廃棄物処理基本計画）」の目標にあわせ、目標値を改定

しています。 

 
指標１ 二酸化炭素排出量  基準年 平成 18 年度、実績数値 平成 22 年度 目標年 平成 30 年度 

目標    全市域での二酸化炭素排出量（28.7万t-CO2）を 14%削減し、24.7 万 t-CO2 にする。 
達成状況  二酸化炭素排出量 26.6 万 t-CO2 （目標 24.7 万 t-CO2） 達成率 52.5% 

 
 京都議定書の採択以降も増加傾向にあった二酸化炭素ですが、平成 23(2011)年３月に発生した東日

本大震災と福島第一原発の事故の後、節電を求める社会情勢のなか、生駒市においても市民、事業

者、行政をあげた取り組みの成果として排出量が減少しています。引き続き、太陽光発電をはじめと

した再生可能エネルギーの普及や、省エネ、効率的なエネルギー利用に関する情報発信を続けていき

ます。 

 

指標２ ごみ排出量 基準年 平成 19 年度、実績数値 平成 24 年度 目標年 平成 30 年度 

目標    家庭系ごみ排出量  1 人 1 日あたり排出量（673.2g/人日）を 15%減らし、 
                   570.0g/人日にする。 
      家庭系ごみ再資源化率 16.84%を 30.0%に向上させる。 
      事業系ごみ排出量  9,128t/年を 6,721t に削減する。 
達成状況  家庭系ごみ排出量  612 g/人日 （目標 570.0g/人日） 達成率 59.3% 

     家庭系ごみ再資源化率 19.57% （目標 30.0%） 達成率 22.2% 
     事業系ごみ排出量  9,048t （目標 6,721t） 達成率 3.3% 

   
 平成 23(2011)年策定の「生駒市ごみ半減プラン」にもとづき、ごみ排出量の目標を変更していま

す。平成 24(2012)年 10 月から事業系廃棄物の有料指定袋制度が始まりましたので、削減効果があら

われるのは、これ以降になります。また、平成 26(2014)年度には、食品スーパーにおけるレジ袋有料

化が実施され、家庭ごみ有料化の実施内容等の検討がすすめられるなど、計画の後半期にかけて、ご

み半減に向けた動きが具体化します。 

 

指標３ 公共交通      基準年 平成 19 年度、実績数値 平成 24 年度 目標年 平成 30 年度 

目標    鉄道利用者（19,210 人）を、現状維持から 0.5%増にする。 
      路線バス利用者（5,078 人）を、10％増（生駒駅、東生駒駅発着路線のみ）にする。 
      コミュニティバスなどの代替交通の新規路線を複数ルート実現 
達成状況  鉄道利用者 18,548 人 （目標 20,171 人） 達成率－68.9% 
      路線バス  5,172 人 （目標  5,586 人） 達成率 22.2% 
      代替交通の新規路線 4 路線実現 （目標 新規路線複数） 達成  

      
 基準年に対して鉄道利用者が減少しています。これは定年退職による通勤利用者の減少が、人口の

増加を上回るといった生駒市の地域事情が反映しています。代替交通については計画時の１路線から
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４路線に拡充しました。今後も公共交通の利用呼びかけとともに、自転車マップの作成や、歩いて楽

しいまちづくりなど、自動車以外の移動手段が選択しやすいまちを目指した活動をすすめます。 

 

 

指標４ 河川水質      基準年 平成 19 年度、実績数値 平成 24 年度 目標年 平成 30 年度 

目標    竜田川の水質が、観測 4 地点の年間平均で BOD（生物的酸素要求量）５mg/L 以下になる。 
達成状況            平成 19 年度 → 平成 24 年度 

 阪奈道路下 16 mg/L 12mg/L 達成率 35.5% 
      東生駒川合流前 10 mg/L  6.3mg/L 達成率 74.0% 
      大宮橋下 9.8 mg/L  7.8mg/L 達成率 41.7% 
      市境 8.0mg/L 3.6 mg/L 達成 

 
 平成 23(2011)年度以降、４観測点のうち１カ所で継続して環境基準を満たすなど成果があらわれて

います。今後も公共下水道の整備拡充で水質改善が期待されますが、竜田川に限らず、市内河川の愛

護啓発、排水への配慮や投棄ごみの根絶など、河川環境の改善・向上につながる活動をすすめます。 

 

指標５ 参加人数     平成 21 年度以降の累計 目標年 平成 30 年度 

目標   生駒市環境基本計画推進会議が主催または共催する講座・行事の参加者が、平成 21 年度 
     度から 10 年間の延べ人数で、生駒市の総人口である 11.7 万人（平成19年10月現在）になる。 
達成状況  24 年度までの参加人数  38,502 人 （目標 117,000 人） 達成率 32.9% 

 
 平成 21(2009)年度以降の４年間での参加者数は、目標の 33％でした。ただし、実質活動期間が３年

半であったため、後半期の活動内容次第で十分目標達成可能な進捗だといえます。 
 
 

現計画の策定目的や理念、役割、対象範囲については、以下の 
URL（ホームページアドレス）をご覧ください。 
http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/05300/08/0110.pdf.pdf 

生駒市環境基本計画序章で検索してください。 
 

 

活動の様子

近鉄生駒駅前で、年末に実施され

ている「ソーラー☆イルミネーシ

ョン」 平成 23 年度から 

毎年６月に開催されている環境

フェスティバル。平成 23 年度か

ら ECO-net 生駒と生駒市の共催

で開催。 

市役所本庁３階テラスに「バタフ

ライガーデン」を設置。蝶が好む

植物を植え、蝶の飛来と定着を目

指す。平成 25 年 3 月 



 

11 

■生駒市環境基本計画の進捗 協働プロジェクトと関連施策 

 

プロジェクト名等 平成21（2009）年度 平成22（2010）年度
≪共通分野≫　分野を越えて全体で取り組むプロジェクト・事業

ECOMAカーニバル（環境フェスティバル）
平成23年以降、市と共催

リサイクルキャンドル講座を実施（12/17）
環境フェスティバルでECOMAカーニバルを
実施（6/13）

環境市民養成講座（ECO-net講座） プレ講座を開催（8/22、9/5）

ECO-net生駒設立記念イベント
生駒市環境基本計画推進会議設立記念大
会の開催（10/31）

設立1周年イベント（10/30）

環境シンポジウム　（テーマと開催日、講師）

　平成22年度以降、市と共催
動き始めた脱温暖化のシナリオ立ち上がれ”環境生
駒”を目指す羅針盤のもとで！（11/15,杦本育生氏）

地域からごみゼロ社会への挑戦（1/30、広瀬
立成氏、森英二氏）

市事業等への参加（啓発活動など）

生駒山スカイウォーク（5/15）
いこまどんどこまつり（8/1）
※生駒市環境基本計画推進組織設立準備
会として参加

生駒山スカイウォーク（5/15）
いこまどんどこまつり（8/7）
環境フリーマーケット（遷都1300年祭記念イ
ベント5月）

広報・情報発信

プロジェクト紹介リーフ「I-Do」の作成
ホームページの開設
ECO-net生駒ニュースNo.1～4を発行

ECO-net生駒ニュースNo.5～17を発行

視察・情報収集
飯田市（風の学舎、堆肥センター、飯田市役
所「飯田市の取組」）

≪自然環境分野≫

取り戻そう子どもが願う竜田川
竜田川クリーンキャンペーンに参画（11/15,
以降毎年参加）

竜田川いいとこさがしツアー（10/16）、エコ料
理教室（2/27）など

遊休農地を優良農地にしよう 遊休農地活用モデル事業（10月～）

生駒の自然を観察しよう！そして保護して
いこう

水生生物調査（6/4）、トンボ観察会（8/18）、
野鳥観察会（2/27）の実施

≪せいかつ環境分野≫

環境にやさしい売り方・買い方を推進する
生駒

ディアーズコープいこま取組現地視察
（1/12）
エコハート事業の事業内容検討

市 内 大 型 小 売 事 業 者 の 取組 実地 調査
（8/26、3/16）など

減らそう！家庭のCO2を 環境家計簿の素案を作成 環境家計簿の運用開始（２月以降）

いこま菜の花いっぱい運動
生駒市ＢＤＦ精製施設見学会（4/26）、遊休
農地活用モデル事業とのコラボで菜の花を
植栽（8/18）

≪まち・みち環境分野≫

みんなで歩こう！環境まち・みちづくり
調査ハイキングの実施（12/6）　“いこま”再発
見 よこ道あるきのすすめ（3/28）

“ い こ ま ” 再 発見 よこ 道あ るき のす すめ
（10/23）

みんなでつくろう緑潤うまち

自転車愛用者増大計画

みんなでエコドライブ！きれいに かしこ
く 安全に

エコドライブ啓発バスマスクの作成、エコドラ
イブ講習会の受講（6/28）など

エコドライブ啓発バスマスク（6月）、エコドライ
ブ講習会の開催（11月～12月）など

≪エネルギー環境分野≫

雨水利用ひろめ隊
BDF精製施設に雨水タンク設置（3/16）
雨水利用モニター制度創設に向けた検討

生駒台小学校と市内幼稚園全9園に雨水タ
ンクを設置（累計11施設、３月）

太陽光発電応援団
環境フリーマーケットで啓発活動を実施
（3/22）

太陽光発電システム講習会を開催（8/22）

エネルギー情報基地「ECOMAベース」 大阪ガスNext21視察（2/2）など

協働プロジェクトに関連する

行政の取り組み

太陽光発電システム設置補助（平成14年度
から継続）
竜田川クリーンキャンペーン（以降、毎年実

施）

環境フェスティバル
環境シンポジウム（平成22年度からECO-net
生駒と共催）

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
環境フェスティバル（平成23年度からECO-
net生駒と共催）
生駒市環境マネジメントシステム(LAS-E）運
用開始（12月）
まちをきれいにする条例制定(1月)
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平成23（2011）年度 平成24（2012）年度 平成25（2013）年度
≪共通分野≫　分野を越えて全体で取り組むプロジェクト・事業

環境フェスティバルの開催（7/10） 環境フェスティバルの開催（6/17） 環境フェスティバルの開催（6/16）

ECO-net講座の開催（５月から12月、全7回、
受講41人）

ECO-net講座の開催（4月から9月、全9回、受
講37人）

ECO-net講座の開催（9月から2月、全6回、受
講者29人）

設立２周年イベント（10/30） 設立３周年イベント（10/28） 設立４周年イベント（10/27）

未来のエネルギー社会づくり（2/5、飯田哲也
氏）

再生可能エネルギーへのシフト 安心安全なエネ
ルギー社会の実現に向けて(1/27、槌屋治紀氏)

ごみ減量 ここまで進んだ！これからの課題
（7/11、浅利美鈴氏）

生駒山スカイウォーク（5/21）
いこまどんどこまつりへの参加（8/6）
生駒駅前ソーラー☆イルミネーション（12月）

生駒山スカイウォーク（6/2）
いこまどんどこまつりへの参加（8/4）
生駒駅前ソーラー☆イルミネーション（12月）

生駒山スカイウォーク（6/1）
いこまどんどこまつりへの参加（8/3）
生駒駅前ソーラー☆イルミネーション（12月）

ECO-net生駒ニュースNo.18～29を発行 ECO-net生駒ニュースNo.30～41を発行 ECO-net生駒ニュースNo.42～53を発行
ホームページの内容改定

北河内４市リサイクルプラザ「かざぐるま」
NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ２１

≪自然環境分野≫

竜田川いいとこさがしツアー（4/3）、河川愛護
啓発絵画選考に参加（10月）、エコ料理教室
（2/26）など

竜田川いいとこさがしツアー（3/23）、市内河
川の支流・源流の水質調査を実施（計10か
所、２月）など

竜田川支流・源流の水質調査を実施（2月）、
竜田川いいとこさがしツアー（3月）

遊休農地活用モデル事業（通年） 遊休農地活用モデル事業（通年） 遊休農地活用モデル事業（通年）

水生生物調査（6/4）、冬の水鳥調査（3/10）
水生生物調査（5/12）、トンボ観察（８/２９）、
水鳥調査（12/22）、市役所３階にバタフライ
ガーデン開設（12月）など

鳥類調査（5～6月）、水生生物（5/26）、いこま
のツバメ調査（5〜7月）、ホタル観察学習会
（7/3）、野鳥観察学習会（2月 ）など

≪せいかつ環境分野≫

マイバッグアンケート等の実施（5～6月）、市
内スーパー（6店）と市民、行政との三者意見
交換会の実施（2/29）など

レジ袋有料化アンケート等の実施（7月）、市内
スーパーと市民、行政との三者意見交換会の
実施（8月と2月）など

環境にやさしい買い物キャンペーン（６月）
市内スーパーとレジ袋有料化に向けた協議。
市内スーパーとレジ袋有料化協定の締結
(10/30、実施は来年6月から)

環境家計簿の普及（通年）など 環境家計簿の普及（通年） 環境家計簿の普及（通年）

いこま紙の販売開始（7月以降）
市内ごみ処理施設の見学（8月～３月）、吹田
市くるくるプラザ見学（12/12）、いこま紙の販
売

市内ごみ処理施設の見学（10月～3月）、京エ
コロジーセンター見学（1/27）、いこま紙の販
売

≪まち・みち環境分野≫

“いこま”再発見 よこ道あるきのすすめ（10/1）
出発稲蔵寺

“いこま”再発見 よこ道あるきのすすめ（10/6） “いこま”再発見 よこ道あるきのすすめ（3月）

みどりのカーテンコンテストなど
みどりのカーテンコンテスト、みどりのカーテン
講習会など

みどりのカーテンコンテスト、

堺市自転車普及施策視察（12/22）
自転車マップづくり実行委員会の設置（4/15
～）

自転車マップづくり実行委員会による調査

エコドライブ啓発バスマスク（6月）、エコドライ
ブ講習会の開催（8月～9月）など

エコドライブ講習会の開催（10/12～19）など

≪エネルギー環境分野≫
雨水活用講習会（4/17）、雨水活用出前講座
（6月）、市内保育園全４園に雨水タンクを設
置（累計15施設、３月）

雨水活用出前講座（6月、受講者314人）
奈良佐保短期大学附属生駒幼稚園に雨水タ
ンクを設置（１月）

太陽光発電システム講習会を開催（9/25）
ソーラークッキングの実施（5月8日）、市民共
同発電所設置検討会議の開催（7月以降、14
回）

太陽光発電設置者説明会(8/11)
市民エネルギー生駒の設立（有志による、
10/16）
太陽光発電セミナー開催（11/16）

大阪ガススマートエネルギーハウス視察
（1/25）など

堺太陽光発電所視察（4/5） 省エネセミナーの開催（11/9）

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏場の特別節電対策
冬場の省エネルギー対策
生駒市一般廃棄物処理基本計画（ごみ半減
プラン）策定（5月）
プラスチック製容器包装の分別収集開始（10
月）
生駒市地球温暖化対策実行計画策定（2月）

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏の特別節電対策「いこま節電チャレンジ」
（節電グランプリ、省エネ家電買換え補助）
太陽光いこまホットライン開設
市内全防犯灯・街路灯のLED化推進
ごみ半減プラントライアル開始(4月～)
事業系ごみ有料指定袋の導入（10月）

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏の特別節電対策「いこま節電チャレンジ」（節
電グランプリ、省エネ家電買換え補助）
家庭用燃料電池設置補助
省エネ改修工事補助
市内スーパーレジ袋有料化一斉実施協定締結
（10/30）
エネルギービジョンの策定
太陽光発電市民ファンド設立支援
ごみ半減トライアル終了(～10月)
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■その他の環境施策 

 

年度 事　　業

平成21
（2009）

年度

（以前も
含む）

太陽光発電システム設置補助（平成14年度から実施）
公共施設から飲料自販機撤去（平成20年度から順次実施）
リユース食器市へ支援（NPO法人関西ワンディッシュエイドとの協働。平成20年度以降）
竜田川クリーンキャンペーン実施
環境シンポジウム開催
環境フェスティバル開催
遊休農地活用事業始まる。

平成22
（2010）

年度

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
竜田川クリーンキャンペーン実施（平成22年度以降、ECO-net生駒と共催）
環境シンポジウム開催（平成22年度以降、ECO-net生駒と共催）
環境フェスティバル開催
生駒市環境マネジメントシステム(LAS-E）運用開始（12月）
まちをきれいにする条例制定(1月)
図書会館に太陽光発電システム設置(設備容量20kW)

平成23
（2011）

年度

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏場の特別節電対策
冬場の省エネルギー対策
生駒市一般廃棄物処理基本計画（ごみ半減プラン）策定（5月）
LAS-E（自治体環境マネジメントシステム）第１ステージ合格（7月）
プラスチック製容器包装の分別収集開始（10月～）
生駒市地球温暖化対策実行計画策定（2月）
竜田川クリーンキャンペーン実施
環境シンポジウム開催
環境フェスティバル開催（平成23年度以降、ECO-net生駒と共催）

平成24
（2012）

年度

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏の特別節電対策「いこま節電チャレンジ」（市民節電グランプリ、省エネ家電買換え補助）
太陽光いこまホットライン開設
市内全防犯灯・街路灯のLED化推進（約11,000灯）
LAS-E（自治体環境マネジメントシステム）第１ステージ第３ステップ合格（7月）
ごみ半減プラントライアル開始(10月～)
山崎浄水場に、小水力発電機を設置（FIT制度による電力売電を実施）
事業系ごみ有料指定袋導入（10月～）
環境首都創造自治体全国フォーラム(11/19～21)
スマートコミュニティ推進事業始まる（11月～）
スーパーエコスクール実証事業開始（鹿ノ台中学校）
エコボーナス（省エネ成果を学校・幼稚園に一部還元）制度開始
竜田川クリーンキャンペーン実施
環境シンポジウム開催
環境フェスティバル開催
南コミュニティセンターに太陽光発電システム設置(4kW)。公共施設に累計７カ所設置(92kW)。

平成25
（2013）

年度

太陽光発電システム設置補助
雨水タンク設置補助
夏の特別節電対策「いこま節電チャレンジ」（市民節電グランプリ、省エネ家電買換え補助）
家庭用燃料電池設置補助
省エネ改修工事補助
LAS-E（自治体環境マネジメントシステム）第２ステージ第１ステップ合格（7月）
地球環境を考える自治体サミットの開催(7/11)
まちをきれいにする条例改定（10月〜）
市内食品スーパーレジ袋有料化一斉実施協定を、事業者、ECO-net生駒、生駒市で締結（10/30）
ごみ半減トライアル終了(～10月)
第15回グリーン購入大賞 優秀賞受賞（会議等でリユースびんの優先的使用と普及）
天野川サミットの開催（11/25　枚方市、交野市と協働）
環境首都創造ネットワーク首長サミット開催(12/25)
エネルギービジョン策定（3月）
FEE（国際環境教育基金）・エコスクールに応募（生駒台小、生駒南第二小）
竜田川クリーンキャンペーン実施
環境シンポジウム開催
環境フェスティバル開催
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平成 22 年度より、自治体向け環境
マネジメントシステム（LAS-E）を
導入。市民監査員による庁内各課・
出先施設等（指定管理者含む）への
環境監査を実施。 

 

山崎浄水場に小水力発電機を
設置。電力買取制度（FIT）によ
る売電を実施。平成 25 年３月
稼働。設備容量 40kW。年間発
電見込み 35 万 kWh。 

平成 24 年度以降、いこま節電チャ

レンジを実施。省エネ性能の高い家

電製品への買い替え補助の他、「節

電グランプリ」も開催。 
 

公共施設からの飲料自動販売機

の撤去。平成 20 年から順次実施。 
（体育施設には例外として一部自販機

が設置されているが、ウォータークー

ラーを併置している。） 

平成 21 年度から遊休農地活用

事業が始まる。平成 25 年度まで

に 170 名以上が利用。 

平成 24 年 4 月から翌年 10 月にか
けて、「ごみ半減トライアル計画」
を実施。市内３ヶ所のモデル地区で
市民・事業者・行政による家庭ごみ
減量実験を実施。写真はひかりが丘
地区でのごみ組成調査。 

NPO 法人関西ワンディッシュエ

イドが実施しているリユース食

器市への支援。平成 20 年度以降。 

市内公共施設に太陽光発電システ

ムを設置。平成 25 年度末７施設

（設備容量 92kW）。写真は北コミ

ュニティセンターISTA はばたき。 
 

市庁舎や関連施設で発生するシュ

レッダーごみを再生し、トイレット

ペーパー（いこま紙）を作成。公共

施設で利用する他、一般にも販売。 
 

平成 25 年、グリーン購入ネットワ
ーク主催、グリーン購入大賞優秀賞
受賞。会議におけるリユース容器入
り飲料（奈良県産茶使用）の優先的
使用と普及。 
 

平成 24 年、鹿ノ台中学校が文部科
学省の「スーパーエコスクール実
証事業」に参加。平成 25 年 FEE
（国際環境教育基金）ジャパンの
「エコスクール」に生駒台小学校
と南第二小学校が応募。 

 

平成 24年度より、市内の防犯灯、
街路灯約 11,000 基を LED 灯に
転換。集合住宅共有スペースの
照明の LED 化補助も実施予定。 
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第２章 協働プロジェクトの見直し 

 
 この章では、「協働プロジェクトの見直し」について、分野ごとに

紹介しています。 
 実際の見直し作業では、「元の計画」→「５年間の成果と評価」→

「見直しプロジェクト」→「見直しの理由」の順で検討を進めまし

た。 
 
 
 

 各ページ見開きの左側が策定時のプロジェクトです。右側に見直したプ

ロジェクトを掲載しています。 
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■今回の見直し対象プロジェクトと、統合するプロジェクト 

今回の５年目見直しでは、おもに 18 の協働プロジェクトについて、見直しをしました（8 ページ参

照）。これらの協働プロジェクトは、市民、事業者、行政の三者協働によって実行すべき行動を立案し

たものです。見直しにあたっては、これまでの実践をふまえ、協働をより確かなものにするため、プ

ロジェクトに関係する市の事業も明らかにしました。 
下図は、名称変更および統合をしたプロジェクトを紹介しています。それ以外のプロジェクトにつ

いては、名称変更や統合はありません。 
 
◇策定時の協働プロジェクト（左側）        ◇今回の見直しで、名称変更および、 

  統合するプロジェクト 

 

分野を越えて取り組むプロジェクト 

  ・環境市民養成講座   

  ・ＥＣＯＭＡカーニバル  

 

自然環境分野 

・取り戻そう子どもが願う竜田川 

・遊休農地を優良農地にしよう 

 ・生駒の自然を観察しよう！そして保護していこう 

 

せいかつ環境分野 

・環境にやさしい売り方・買い方を推進する生駒 

・減らそう！家庭のCO2を 

・いこま菜の花いっぱい運動 

 

まち・みち環境分野 
・みんなで歩こう！環境まち・みちづくり 

・みんなでつくろう緑潤うまち 

・家の“300ｍ圏内”から、バスや電車に乗れるまちをつくろ！ 

・自転車愛用者増大計画 

・バスも電車もどこでも自転車でプロジェクト 

・みんなでエコドライブ！きれいに かしこく 安全に 

 

エネルギー環境分野 
・雨水利用ひろめ隊 

・太陽光発電応援団 

・エネルギー情報基地「ECOMAベース」 

・CO2CO2 減らし、創エネでエコマネーをゲット！ 

 

２つのプロジェクトを統合 

歩いて楽しい！環境まち・みちづくり 

プロジェクト 

４つのプロジェクトを統合 
生駒市内で目的地へ楽しく楽に移動する 

２つのプロジェクトを統合 
エネルギー情報基地 

プロジェクト名変更 

生駒環境市民講座（ECO-net 講座） 

プロジェクト名変更 
環境フェスティバル 

プロジェクト名変更 
資源循環と学びのプロジェクト 
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前半５年間のおもな活動成果と課題 

○平成 22 年度 ECO-net 生駒会員対象にプレ市民養成講座を実施 
○平成 22 年度各部会代表者から実行委員を選出し、実施に向けた検討を開始 
○環境市民養成講座「ECO-net 講座」を開催 
・ 無作為抽出した市民 1,000 人にダイレクトメールで案内を送付し、受講者を募集した。 
・ 平成 23 年度  第１期 全７回  受講生 一般２６名 生駒市新規採用職員 １２名 
・ 平成 24 年度 第 2 期 全９回 受講生 一般２９名 生駒市新規採用職員 ８名 

第１期生、２期生合わせて 11 名が ECO-net 生駒に入会 
・ 平成 25 年度 第 3 期 全６回（予定）  受講生 一般１３名 新規採用職員 １４名 
 ⇒内容について詳細は、ECO-net 生駒ホームページをご覧ください。 
○卒業生の協議会は開催できていない。 
○連続講座を開催しているが、参加者の ECO-net 生駒加入率が低い。 
○環境教育の体系化に関して、単発的な事業は実施しているが、「体系化」には至っていない。 

プロジェクト名の変更 
 

新プロジェクト名 

生駒環境市民講座 

（ECO-net 講座） 

 
計画期間後半 
（６～10 年目）

の実施内容 

 左ページは元の計画 
 右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

ECO-net 講座でのグループディスカッション 

 

共 

通 

分 

野 
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共 通 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 生駒環境市民講座（ECO-net 講座） 

ビジョン 環境のことを知り、伝える仲間を増やす。 

     

目的 生駒市の環境保全活動や啓発活動を主体的に実践する人材の育成とネットワークの形成 

主体 ECO-net 生駒、行政（環境経済部） 

対象 市民 

効果 
・環境意識の高い市民が増える。 
・市民の活動する場ができる。 
・環境活動を実践するネットワークができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 課題  問題  
 

 ・体系化した環境教育を継続的に行う。 ・環境教育が体系化できていない。 
     

プロジェクトに関係する事業 
生涯学習部 市民向け環境啓発 市民向け環境講座の実施（実施講座等のなかで実施） 

  教育総務部 環境教育の促進 エコスクールへの応募（グリーンフラッグの取得） 
  環境教育の担い手育成 
  全小中学校での環境教育の実施

見直し 活動内容 
 
生駒環境市民講座(ECO-net 講座)の開催 
１ 『生駒環境市民講座(ECO-net 講座)』を開催するための実行委員会を立ち上げ、環境教育の 
体系化をめざす。 

２ 以下の対象者別に講座を開催する。 
①「環境市民指導者養成講座」・・・環境に関心のある市民を対象 
②「環境講座」「環境セミナー」・・・一般市民対象 
③「環境出前講座」次代を担う子どもたちへの講座、幼稚園、小学校への環境教育の推進 
④事業者対象の研修、セミナーの実施、事業所診断による環境改善、合理化推進 
 環境マネジメントシステムの導入による環境経営の推進 
 省資源、省エネルギー講座、事業所診断などを通じた改善推進 

  上記の講座を、有識者、学識者、市内で活動する人、行政職員等を講師として講座を開催する。 
  また、中高生などに対しフィールドワークや体験型学習などを開催する。 

３ 講座修了生に対して ECO-net 生駒への活動の参画を呼びかける。 
 

環境学習の拠点整備 
市民・事業者・学生・行政の協働によって環境学習を推進する。 
※環境施設研修、ビオトープ、自然観察会、太陽光発電研修、リサイクル、リユースなど循環型、

低炭素社会を学ぶ学習拠点づくりの検討をすすめる。 
市民・事業者・行政等が一体となり環境 No.1 都市『生駒』をめざし実践している。 
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プロジェクト名の変更 

新プロジェクト名 

環境フェスティバル 

 
計画期間後半

（６～10 年）
の実施内容 

 

  

前半５年間のおもな活動成果と課題 
○毎年環境月間に環境フェスティバルを開催している。 
 平成 22 年度 参加者 600 人（雨天の中開催） 

  平成 23 年度 参加者 3,000 人 
  平成 24 年度 参加者 3,500 人 
  平成 25 年度 参加者 3,500 人 
○平成 23 年度からは生駒市と ECO-net 生駒の共催になった。 
○平成 23 年度に会場をエコパーク２１から北コミュニティセンターに変更し、規模拡大を図った。 
○平成 24 年度からリユース市やフードコーナーを新しく追加した。 
○出展団体間のネットワーク形成には至っていない。 

 

環境フェスティバルの環境啓発 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

 

共 

通 

分 

野 
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共 通 分 野 見直しプロジェクト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題  問題 
 

 ・環境に関心をもつ市民を増やし、実践する。 ・現状の環境フリーマーケットに改善点がある。 
  仲間を増やす。 ・環境の知識を体験する楽しい場がない。 
 ・既存の市民や企業とのネットワークを ・既存の環境活動団体間のネットワークが形成 
 形成する。 されていない。 
 

プロジェクトに関係する事業 
  環境経済部 家庭ごみの半減 ごみ減量市民向け啓発 
  フリーマーケット等の開催 
  

プロジェクト名 環境フェスティバル 

ビジョン 楽しみながら学べる環境のお祭り 

     

目的 

環境というキーワードで地域の人々が交流し、地域が元気になる場をつくる。 

楽しみながら学べる場をつくる。 

ネットワーク形成の場をつくる。 

主体 ECO-net 生駒、行政（環境経済部）、NPO 等市民団体、市内事業者 

対象 市民 

効果 
・ごみの減量、リユースの促進、環境啓発活動ができる。 

・地域のお祭りができ、市民の交流の場ができる。 

見直し 活動内容 
 
ECO-net 生駒が中心となり実行委員会を設置し、企画立案する。協力メンバーを随時募集する。 
１ これまでの環境フェスティバルの問題点の洗い出し 
２ 改善策、および新たなブース、コーナーの検討 
 
環境フェスティバルの充実 
１ 実行委員会で検討したブース、コーナーを出展 
２ 出展ブースに協力してくれる人、団体、事業者を募り、実行委員会のメンバーになってもらう。 
３ 出展団体のネットワークを形成する。 
４ 生駒駅前周辺においてもイベントを開催する。 
５ 生駒商工会議所や商店街と連携する。 
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前半５年間のおもな活動成果と課題 
１ 第一段階      

 ① 平成 23 年度まで小、中学生を対象に河川愛護啓発絵画の募集を行い、ECO-net 生駒からも
選考委員が参画し、協力して審査を実施した。   

 ② 平成 22、23、24 年度に「竜田川いいとこさがしツアー」を実施した。河川沿いの名所や浄
化施設等の見学を行い生活排水対策についての学習を行った。 

③ 平成 21、22、23 年度にエコ料理教室を行い生活排水対策の学習を行った。 
 ④ 平成 23、24 年度に竜田川（一部富雄川を含む）支流（最上流）の水質調査を行い、生活排

水対策の啓発を行う資料収集を行った。 
⑤ 平成 22 年度から竜田川クリーンキャンペーン、大和川一斉清掃に参加し、河川美化活動を

行った。 
 ⑥ 家庭排水を簡易に浄化する方法の調査として、ａテスト段階のえひめＡＩ使用自治体へのア

ンケート調査を実施した（全国９ヶ所）。B として、改善実施例の埼玉県旧柴川再生工事の
視察を行ったが、竜田川に適用できる事例ではないことが判明した。 

 ⑦ 上記の取り組みや下水道普及の効果もあり、竜田川本流の BOD 値が測定を行っている４地
点中１地点で平成 23 年にはじめて環境基準値を満たし、平成 24 年にも継続して環境基準
値を満たした。 

２ 第二段階 
  ①公共下水道普及率が、平成 21 年度の 57.3%から、平成 24 年度 62.2%に向上した。 

                  

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

 
計画期間後半

（６～10 年）の
実施内容 

取り戻そう子どもが願う竜田川！ 

竜田川の BOD 値 経年グラフ 

左ページは元の計画 
右左ページは見直し計

自
然
環
境
分
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 問題  課題 

自 然 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

 
見直し 活動内容 

計画後半は、竜田川クリーンキャンペーン等の市民啓発に力点を置いて進める。 
従来の第一段階、第二段階という項目分けを見直し、１ 調査、検討 ２ 啓発活動の項目分けに変更

する。 
 

 １ 調査、検討 
 ①水質調査の実施及び調査内容の検討、および取組対象の明確化 
 ②市民調査の実施（どのような竜田川にしたいか） 
２ 啓発活動  
①竜田川いいとこさがしツアー、エコ料理教室を継続して実施する。また水質浄化施設見学会を行

い生活排水対策の啓発を行う。そのほか小、中学生等の若い世代への河川愛護意識の向上を図る

事業を検討し、実施する。 
 ②クリーンキャンペーン等、河川美化活動に参加し、より範囲を広げ、多くの市民に参加してもら

うよう働きかけを行う。  
 ③成果を市民と共有するセミナー、報告会を実施する。 
 ④下水道の普及率の向上、合併処理浄化槽の設置を促すため、自治会等の協力を得て働きかけを行

う。 
 

 
 

 

 
 
プロジェクトに関係する事業 
上下水道部 公共下水道の普及 効率的な汚水処理施設整備基本計画に基づき、平成 30 年まで 
  に 72.9％普及 
 市民向け啓発 合併処理浄化槽設置推進 
   浄化センターでの市民啓発 

プロジェクト名 取り戻そう子どもが願う竜田川！ 

ビジョン 魚が気持ちよく泳ぎ、鳥が優雅に遊び、虫の声が心地よく聞こえる。 

      

目的 
子どもたちが願うきれいな竜田川にする（平成30年には、竜田川の水質をBOD値 5mg/ℓ以下にす

る）。 

主体 ECO-net 生駒、地域住民、竜田川を愛する市民・団体、行政（環境経済部、上下水道部） 

対象 地域住民、子どもたち 

効果 

・川や川べり、流域道がきれいになり、子どもたちが川遊びをしたり、大人や家族連れ、学生たち

が流域道を散歩やハイキングするなど、人々の憩いの場となり、健康増進に寄与する。 

・水質が比較的よい富雄川、天野川、山田川の水質も、より改善される。 

排水の浄化効果を把握できるような活動を 

広め、家庭排水をきれいにする。  

家庭排水による源流部からの川の水質の悪
化。  
宅地化などの開発により、土地の保水力が減
少し、川の水量も少なくなっている。  
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５年間のおもな活動成果と課題 
１ 平成 21 年度から遊休農地活用事業を開始し、農地の維持管理に困っている農家と耕作を希望す

る人との仲介を図り、遊休農地解消に努めた。（利用農地 面積：31,356 ㎡ 人数：168 人 平

成 25 年 11 月末） 
２ せいかつ環境部会の「いこま菜の花いっぱい運動」と協働で、平成 22 年度から 23 年度にかけ

て遊休農地（小明町、264 ㎡）で菜花作付け、収穫、搾油し、油をエコ料理で利用した。 
３ 農業体験プロジェクトのモデルケースとして、刈り草の堆肥作り、土質に合った作付け（菜花、

蓮華、イモ類、黒豆）、小学生の収穫体験による環境教育の推進及びエコ料理教室（生活排水対

策や生ごみゼロ）の食材で利用した。これらの作業を通じて、遊休農地活用事業の PR、地産地

消の実践を行った。また定期的な作業に対する人員の確保、水や駐車場の利用の問題等の遊休農

地活用事業の問題点について再確認した。 
４ 花とみどりのまちづくりフェスタ等イベントで収穫物を展示・配布し、地産地消の重要性と遊休

農地活用事業の啓発を行った。      
５ 地元小学生向けに、収穫体験を実施した。 

  ECO-net 生駒の推進事業としては、５年目で終了。 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

計画期間後半 
（６～10 年目）の

実施内容 

遊休農地を優良農地にしよう！ 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

自
然
環
境
分
野 

遊休農地と、「遊休農地活用事業」への登録農地 

および利用農地の面積（H25 年度は、Ｈ26 年 1月末現在） 
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自 然 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 遊休農地を優良農地にしよう! 

ビジョン 
農地はすべて作物であふれ、子どもたちから大人まで、土に親しみ花や食物を育て

ている。 

     

目的 
地産地消の拡大 
田園風景の維持・保全 

主体 ECO-net 生駒、行政(環境経済部、農業委員会事務局)、市民ボランティア 

対象 
農業者、農業に興味のある市民・団体、家庭菜園を推進する団体、地元の学校等（大
学、高校、中学校、小学校） 

効果 
遊休農地の拡大を防止し、減少させて、農地の荒廃を防ぐ。 
景観の保全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
プロジェクトに関係する事業 
環境経済部 遊休農地活用促進 農業ビジョンに基づく遊休農地活用の促進 
 地産地消の拡大 農業ビジョンに基づく地産地消の拡大  

 

 
 

  

 問題 
 課題 

遊休農地の減少を図る。 

市民が関わる農園を増やす。 
高齢化等による遊休農地の増大や竹林の侵食。 

見直し 活動内容 

 ６年目以降は、経済振興課の「遊休農地活用事業」に引き継ぐ。以下はその内容 

１ 遊休農地活用事業の継続とさらなる活用を図る 
①遊休農地活用事業の継続・拡大を図る。 
②遊休農地利用者に向けに、作付け講習会を実施する。 

   ③遊休農地活用事業指導員の指導を受けながら、作物の作付けを実施する。 
   中学校、他団体と協働して農業体験プロジェクトを実施する。 
２ 地元特産品の拡大と継続 
  ①黒大豆の作付けの推進。 
   ②農業団体の組織と協力しながらその他特産品を発掘し推進する。 

③農業体験プロジェクトの推進。 
  ④平成 26 年度から 5 年間親子農作業体験学習として、１ヶ所当たり親子 20 組を対象に、もち米

の田植えから収穫までの農作業及び餅つき体験を継続して実施する。 
３ 遊休農地活用制度利用者のネットワーク作りを行う 
  ①遊休農地の地権者、活用者に対して遊休農地活用対策事業の利活用の実態調査を実施し、利用

状況の取りまとめを行う。 
  ②①の実態調査の結果をふまえ、より良い利用方法や近隣農業者との交流のために活用し、遊休

農地活用事業をより一層すすめるために、情報の提供を行う。 
４ 鳥獣害被害防止対策の推進 
   遊休農地の活用を図るため、原因の１つである鳥獣害被害防止対策についてＰＲ活動を推進す

る。       
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元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 
    

 

 

前半５年間のおもな活動成果と課題 
１ 市民対象の観察学習会を実施し身近な生き物調査を行った。（タンポポ調査、水生生物調査、ト

ンボ観察学習会等） 
２ 指標生物（タンポポ調査、ツバメ市民調査、水生生物調査）の調査を行い市内の環境の現状を把

握した。  
３ 調査結果を取りまとめ、環境白書への掲載や、環境フェスティバル等のイベントでの掲示を通じ

て情報提供を行った。一方、調査結果の精査や、ホームページへの掲載により、より広く市民へ

の情報提供をすることが必要。   
４ 平成 25 年度から日本自然保護協会と連携し、モニタリングサイト 1000 里地調査への参画を行

っている。また市内中学校の理科クラブと連携し調査、観察会の開催を行った。  
５ 観察会への継続参加者が増えた。 
６ 観察の成果は、毎年の ECO-net 講座のなかで、市民（受講者）に公開してきた。 
               

 
計画期間後半

（６～10 年目）

の実施内容 

生駒の自然を観察しよう！ 

そして保護していこう！ 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

自
然
環
境
分
野 

生駒山での自然観察 
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自 然 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

 
 
 
 
 

  
プロジェクトに関係する事業 
都市整備部 公園整備 公園整備や野外イベントの開催など、市民が自然と触れあう機会の拡大 
 市内緑化の促進 緑の基本計画、景観計画に基づく緑化の推進 
  開発行為における環境配慮 
 人材育成 自然を大切にする人材育成 

プロジェクト名 生駒の自然を観察しよう! そして保護していこう! 

ビジョン 
自然に親しみ、自然の仕組みや人とのかかわりの理解が広がり、生駒のすばらしい自然が

守られている。 

     

目的 
生駒市内の自然環境(動植物の生育状況)を把握する。 

生物多様性が失われる速度の現実を把握し、保全について考える。 

主体 ECO-net 生駒、自然環境観察に興味ある市民、学校、行政(環境経済部)  

対象 市民、学校、行政 

効果 
市内に生息する動植物の状況から、生駒の自然の状態を具体的に知ることができる。

自然に関心を持ち、親しむ人が増える。  

見直し 実施内容 

１ 調査 
  ①身近な生き物調査の継続。 
  ②指標生物を決めて、生物多様性保全のため、調査を継続する。 
  ③環境省や奈良県など、広域的な生き物調査への参加。 
２ 学習会、講座などの開催（変更なし） 
  ①生き物学習会の開催の継続。 
３ 情報の収集と取りまとめ 
 ①調査結果について年度ごとの比較、考察を行い、活用方法を意識したわかりやすい形での 
  調査結果のとりまとめを行う。（生駒市いきものマップの作成） 

４ 成果を生かす活動 
  ①生駒市の環境白書「生駒市の環境白書」、市政だより、ホームページに掲載し情報提供を行う。 
  ②環境フェスティバル等、環境に関するイベントで展示や報告会を通じて情報提供を行う。 

 ③生駒市で自然環境保全活動をしている団体と連携し、活動報告会を行う。 
 ＜組織作り案＞（変更なし） 
 ①他のＮＰＯ等の団体と連携をとる。 
 ②学校の理科クラブなどとの連携した活動ができるようはたらきかける。 
 ③地域の専門家の呼び込みと、個人レベルの調査で協力してくれる人を募る。 
     

 

 
 

 

 

 問題  課題 

今ある自然を大切にする(どの自然がな

くなりつつあるか調査する)。 
田畑や樹林地、古木などが減少してい

る。 

宅地化や開発、里山里地の荒廃、遊休農地の増大 
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計画期間後半
（６～10 年目）
の実施内容 

前半５年間のおもな活動成果と課題 

１ レジ袋有料化会議の立上げ（平成 25年 6月）  

   構成メンバー：事業者、ECO-net 生駒、商工会議所、行政 

２ 事業者・市民に対し、レジ袋削減に関するアンケートを実施 

（事業者２６店舗・市民１４００名） 

３「レジ袋有料化に関する協定」を１１社１５店舗と締結（平成 25 年 10 月 30 日）  

（有料化協定締結者 事業者、ECO-net 生駒、行政） 

４ 環境にやさしい売り方・買い方意見交換会を実施 

       (平成 24年度より、2回/年 開催の仕組みを作った) 

      構成メンバー：事業者、ECO-net 生駒、商工会議所、行政 

５「エコな買い物術」を広報いこまへ１年間連載（平成 25年 6月 15 日～） 

６ 環境にやさしい買い物キャンペーンを実施(平成 25年 6 月 1日～6月 30 日) 

環境にやさしい売り方・ 

買い方を推進する生駒 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

せ
い
か
つ
環
境
分
野 

環境フェスティバルで実施した 
レジ袋アンケート 



 

28 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

せ つ か つ 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 環境にやさしい売り方・買い方を推進する生駒 

ビジョン マイバッグ持参が当たり前、エコなお買物達人がいっぱいの生駒 

     

目的 
容器包装ごみ、ビニールごみを減らす。 「マイバッグ持参」「過剰包装削減」「無

駄のない賢い商品の買い方」を推進 

主体 ECO-net 生駒、事業者、市民、NPO 市民団体、商工会議所、行政（環境経済部） 

対象 市民、市内の事業者 

効果 

家庭ごみの大きなウエイトを占める容器包装ごみの削減 

市民の「ごみの減量化」「資源の節約」「ＣＯ2削減」の意識高揚 ・確実に実践で

きる行動の手段提言 

 

 
 

  
 
 

プロジェクトに関係する事業 
環境経済部 家庭ごみの半減 ごみ半減プランに基づき、平成32年度までに21年度比で、 
  家庭系可燃ごみを半減（家庭ごみ有料化の実施など） 
 リユースびん商品の普及 会議等での優先的使用、市民への普及啓発 
上下水道部 給水スポットの整備 給水スポットの整備による「マイボトル持参」の促進 
 水道水利用の促進 利き水の実施などによる水道水利用の市民啓発 
  （上記取り組みによる飲料用容器包装を削減する） 

見直し 実施内容 

１ 環境にやさしい売り方・買い方 

 ①レジ袋有料化の輪を、食品スーパーマーケット以外の小売店に広める、マイバッグ持参の推奨 

 1)レジ袋の有料化開始（平成２６年６月より。環境月間に合わせて実施） 

 ・マスコミ、広報、告知等での広報活動 

・イベント会場での「レジ袋削減」の啓発活動 

          ・有料化実施店舗の拡大に向けた協議・働きかけ 

 ②買う側と売る側の意見交換会の場を継続 

1) 意見交換会・勉強会の内容充実 

③環境にやさしい取組事業者・事業所の市民への紹介  

  モデルとなるような事例について実態調査をし、その中から生駒市にあった仕組みや内容の抽出 

 ④事例集「賢いエコロジーな買い物術」を発行 

 ⑤「環境にやさしい買い物キャンペーン」を開催 

エコな買い物術を実践促進するため、継続する。 

ものを大切にするライフスタイルになってい

ない。 
ごみが多い。資源の無駄づかいが多い。 

ものを大切にする生活を広めよう。 

ごみを減らそう、資源を大切に使おう。 
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左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

 

 

前半５年間のおもな活動成果と課題 

１「生駒市民 わが家の環境家計簿」を確定・推進 
 ＜生駒市の要求内容を「奈良の環境家計簿」改訂時に反映＞ 
 

  （平成 23年 1 月スタート） 
   ・グループ参加機能 ・代理入力機能 
  
２ 環境家計簿の普及促進のための仕組みづくりが図れた 
 ＜ＨＰからのリンク付け、環境補助金対象者等への取組み義務付け、インセンティブの付与等＞ 

（平成 24年 2 月） 
 平成 25年 10 月末現在の登録者数：２００世帯      
      

 
計画期間後半 
（６～10 年目）
の実施内容 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

「生駒市民 わが家の環境家計簿」の 
参加者募集（ECO-net 生駒ホームページ） 

せ
い
か
つ
環
境
分
野 

減らそう！家庭のＣＯ2を 
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せ い か つ 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 減らそう! 家庭の ＣＯ２ を 

ビジョン 家計にもやさしい、環境負荷の少ないエコな生活 

     

目的 
家庭での資源・エネルギーの無駄づかいをなくし、効率よく利用することにより 

ＣＯ 2を減らしていく。 

主体 ECO-net 生駒、行政(環境経済部)、NPO 市民団体 

対象 市民、事業者、NPO 市民団体、自治会 

効果 エネルギーの効率利用に関する意識が高まる。 

 

 

 
 
 プロジェクトに関係する事業 

環境経済部 市民の省エネ実践支援 省エネ性能の高い家電製品への買い替え補助 
  HEMS（家庭用エネルギー管理システム）の導入拡大 
 エネルギービジョン推進事業 市民向け太陽光発電システムの設置補助 
都市整備部 市民の省エネ実践支援 既存住宅の省エネ改修支援 

 

見直し 実施内容 

１ 環境家計簿の家庭への普及  

 環境家計簿の普及に継続して取組むことで、家庭内で振り返りを促し、省エネを身近に 

    感じてもらい、意識付けを図る。それによってＣＯ2削減をすすめる。 

２ 各家庭に浸透・継続取組みへの仕組みづくり  

 ① 環境家計簿が入力しやすいようホームページの工夫をすすめる。 

 ② 太陽光発電や省エネ家電などの補助金受給者、ECO-net 講座受講者への参加呼びかけ。 

③ 継続取組者拡大にむけての工夫をすすめる。 

３ 各家庭への普及活動 

 ① イベント会場等で、環境家計簿普及のためのＰＲ活動を行う。 

② 家庭のＣＯ2削減アイデアの募集と、コンテストの開催 
 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

資源の無駄づかいが多い。 資源を大切に使おう。 
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前半５年間のおもな活動成果と課題 

１ 遊休農地の活用。休耕田の再利用をモデルとして実施した。 

２ 菜の花の作付け、収穫、搾油を実施し、エネルギーの循環を体験した。 

       ＜循環型の仕組みを体験学習＞（平成 22 年～平成 23 年） 

３ 廃食用油の回収拠点の整備拡大 

      ＜コミュニティセンター等市施設拠点の拡大、回収時間延長等＞（平成 23年 10 月） 

４ ＢＤＦ精製プラントの稼働、精製したＢＤＦを一部公用車に利用（平成 22 年） 

５ 燃えるゴミ削減への取り組み、仕組みづくりを図った。 

・ ごみ処理・資源化施設（ごみ焼却場、容器包装リサイクル工場、びん・缶・ペットボト

ルリサイクル工場など） 

見学会の実施＜自治会役員＞ 

    （平成 24 年度 8回、112 名参加) 

  ・「生駒市ごみ半減会議」への参加（社会変革ワーキンググループ） 

プロジェクト名の変更 

新プロジェクト名 
資源循環と学びのプロ

ジェクト 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

小明町の遊休農地で実施した菜の花栽培 

 
計画期間後半

（６～10 年）の
実施内容 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

せ
い
か
つ
環
境
分
野 



 

32 

せ い か つ 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 資源循環と学びのプロジェクト 

ビジョン 資源の無駄使いを無くした、循環型社会が実現している。 

     

目的 
資源やエネルギーの循環型の仕組みを増やすとともに、市民や学校の環境学習拠点

づくりを目指す。 

主体 ECO-net 生駒、行政（環境経済部）、事業者 

対象 市民、学校、事業者 

効果 

生駒市の資源、エネルギー循環のモデルをつくる。 

市民や学校、事業者の環境教育、環境実践拠点として活用する事により環境にやさ

しい活動ができるようになる。 
 

 

 

 プロジェクトに関係する事業 
環境経済部 家庭ごみの半減 ごみ半減プランに基づき、平成 32 年度までに 21 年度比で、 
  家庭系可燃ごみを半減（家庭ごみ有料化の実施など） 
  
教育総務部 環境教育の促進 全小中学校での環境教育の実施 

 

見直し 実施内容 

１ 廃食用油の回収・活用の推進  
 ① 廃食用油回収は、当面現行の拠点を中心に継続する。回収された廃食用油を、石鹸や燃料に 

 活用するなど、さらなる利用拡大策を検討する。 
  
２ 循環型社会を目指した環境学習拠点づくりを進める 
  （生駒市内の環境関連施設などを活用した環境学習を実践する） 
 ① 環境学習拠点には、せいかつ環境分野の活動実績等を活用する。 

  ② ごみ問題の理解促進のため、自治会役員・市民を対象に「ごみ処理・資源化施設見学会」を継

続して開催する。 
 ③ 市民への環境地域活性化情報を商工会議所、観光協会等、他団体と連携して発信する。 
 ④ 資源循環の先進事例調査を行い、地域で活用する。 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

資源の無駄づかいが多い。 
環境教育の体系化がなされていない。  

資源を大切に使おう。  
体系化した環境教育を広めよう。  
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 みんなで歩こう！環境まち・みちづくりプロジェクト 
 みんなでつくる緑潤うまち 

 
 

前半５年間のおもな活動成果と課題 

『みんなで歩こう！環境まち・みちづくりプロジェクト』 
調査ハイキングに準じた「よこみち歩きのすすめ」を東・中・西・北地区で４回開催した。 

2012 年には、生駒市観光協会の観光ボランティアの方に案内を依頼するなど、連携した取り組みを

実施した。開催地区ごとに案内しおりを作成し、環境に関するイベントなどで市民に情報提供を行

い、生駒にさらなる興味関心を持ってもらった。 
「子どものつくる環境マップコンテスト」については着手できていない。 

 
『みんなでつくる緑潤うまち』 

2011 年から「みどりのカーテンコンテスト」を毎年開催した。コンテストの優秀作品については、

広報掲載や展示会などを行い、みどりのカーテンの効果などを啓発。みどりのカーテンの育て方講習

会、ゴーヤの料理教室などを実施した。 
子どもたちへの環境教育及び緑化ポイントの拡大を目的とし、市内公共施設や教育施設に植物の

種や苗の配布を行い、コンテストへの参加を呼び掛けた。 
市内の花や緑で溢れている場所に共通の看板を設置し、マップを作成することで、花や緑に興味関

心を持ってもらった。市の助成金制度を活用し、自主的な活動を行う自治会や団体が増えた。 
市主催で「花と緑の景観まちづくりコンテスト」を実施した。 

緑化ポイントを増やすことは成功したが、個々の取り組みを重視される人が多く、勉強会やワーク

ショップまで広げることができなかった。 

 

上記２つのプロジェクトを統合し、６年目からは、新プロジェクト 
「歩いて楽しい！環境まち・みちづくりプロジェクト」に取り組む。 

左ページは元の計画 
右ページに見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

計画期間後半

（６～10 年）の

実施内容 

ま
ち
・

み
ち
環
境
分
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まち・みち 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 歩いて楽しい！環境まち・みちづくりプロジェクト！ 

ビジョン 歩いて生駒が好きになり、人とふれあい 明日の活力が生まれるまちにする。 

     

目的 歩く楽しさを発信。人とふれあう楽しさを体感するまち・みちづくり 

主体 ECO-net 生駒、行政(環境経済部、都市整備部) 

対象 市民 

効果 

いろんな歩き方を楽しむ人が増えている。商店街が賑わう。緑が増え歩きやすいみち

ができ、マイカーの利用者が減る．人と車のすみわけができている生駒。スローライ

フが広まる。 

 

 

 
 
 プロジェクトに関係する事業 

都市整備部 市内緑化の促進 市民向け生垣助成 
  緑の基本計画、景観計画に基づく緑化の推進 
 人材育成 自然を大切にする人材育成 
 スマートコミュニティの推進 緑被率、緑視率指標の導入と向上 
 

見直し 活動内容 

子どもや高齢者が楽しく、安心して歩くことができるまち・みちづくり及び情報発信。 
「よこみち歩きのすすめ」の各地区の案内しおりを集めてひとつの小冊子を作成する。⇒ 歩くことに

適したルートなどの情報発信。 
生駒を楽しむ企画や生駒のよさを体感できるイベントを実施している諸団体との情報交換やイベン

トの企画共催。 
花と緑のモデル地区を決め、花や緑を育て守る活動団体と連携・協力して推進する。モデル地区内

で安心して歩くことができる道、憩える場を地元自治会などと連携してつくる。 
 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

趣あるまちなみや商店街が活かされていない。 

楽しく歩ける道が少ない。 

多くの道路が、自動車優先になっている。 

歩きたくなる楽しいまち・みちをつくろう。 

自家用車に頼らない生駒をつくろう。  
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 家の“300m”から、バスや電車に乗れるまちをつくろ！ 
 自転車愛用者増大計画！！ 
 バスも電車もどこまでも自転車でプロジェクト 
 みんなでエコドライブ！きれいに かしこく 安全に 

 

 
4 つを統合
したプロジ
ェクトの 
実施内容 

前半５年間のおもな活動成果と課題 

『家の”300m 圏内”から、バスや電車に乗れるまちをつくろ！』 
2010 年生駒市地域公共交通活性化協議会が設置され、まち・みち環境部会から１名委員として

参加している。環境交通調査として、自治会 5 地区の自治連合会会長も参加した住民の意識調査を

実施した。光陽台線に加え、本町線・西畑有里線が運行開始されるなどコミュニティバス「たけま

る号」の事業拡大へと発展した。現在、協議会では現行３路線の運行継続を図り、次の路線の検討

している。あすか野自治会は独自に奈良交通株式会社と協議し、路線バスのルート延長が実現し

た。主要駅の交通実態調査や CO2 排出量調査などには着手できていない。  
『自転車愛用者増大計画！！』 
市で子育て世帯の自転車利用の交通安全を推進するため、幼児 2 人同乗用（3 人乗り）電動アシ

スト付き自転車の貸出しを実施。生駒市に自転車を普及し、マイカー利用だけに頼らないライフス

タイルを広める取組の一つとして自転車マップ作成を計画。自転車マップづくりの協力スタッフを

公募し、実行委員会を立ち上げ、お勧めサイクリングコース、名所、お勧め店舗などの情報収集を

行った。 
その後、県が策定した自転車利用促進計画に基づき、道路標識の設置や自転車マップを作成する

こととなった。自転車修理ボランティア、レンタサイクル、預かり場については着手できていない。  
『バスも電車もどこまでも自転車でプロジェクト』 
 近鉄生駒駅長に聞き取りを行ったが、このプロジェクトはほとんど着手できていない。  
『みんなでエコドライブ！きれいにかしこく安全に』 

2009 年から毎年、ひと・まち・環境にやさしいエコドライブを普及させるため、奈良交通株式

会社と連携し、エコドライブ講習会を実施。公募市民、ECO-net 会員、市職員などが受講し、自家

用車にエコドライブ宣言ステッカーを貼ることでさらなる啓発を行った。 
奈良交通株式会社 北大和営業所の所管する路線バス 50 台にバスマスクを取り付けエコドライ

ブの啓発キャンペーンを実施した。 
 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

上記 4 つのプロジェクトを統合し、６年目からは、新プロジェクト 
「生駒市内で目的地へ楽しく楽に移動する」に取り組む。 

左ページは元の計画 
右ページに見直し計画 

ま
ち
・

み
ち
環
境
分
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まち・みち 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 生駒市内で目的地へ楽しく楽に移動する 

ビジョン 外出時、誰もが市内を楽に安全に移動できる手段・情報を提供・提案する。 

     

目的 誰もが利用しやすい公共交通や代替交通で市内の目的地まで移動できる。 

主体 ECO-net 生駒、行政（企画財政部、環境経済部、市民部) 

対象 市民 

効果 

運転免許証を持っていない人や車に乗れない人の外出機会が増える。 

自家用車に頼らない移動ができるようになる。 

人と環境にやさしい移動方法はＣＯ2削減につながる。 

自転車を楽しむ人が増える。 

 

 
  
プロジェクトに関係する事業 

 企画財政部 地域公共交通の活性 コミュニティバスの整備拡充 
 環境経済部 自転車利用の促進 自転車マップの作成支援 
  市民部 公共交通の利用促進 地域公共交通総合連携計画に基づく公共交通の利用促進 
  こども健康部 市民の健康増進 ウォーキングの普及促進 
  建設部 歩行者・自転車利用 自転車利用の促進支援 
 者の安全確保 

見直し 活動内容 

◆生駒市地域公共交通活性化協議会との連携で、たけまる号を利用したイベントの企画や利用促進を

行う。時刻表や路線図だけでなく、沿線の施設・ショッピング・グルメ情報などを提供。 
◆自転車を安全に楽しく乗るための乗り方マナーの啓発及び道路整備などを行う。 
 引き続き自転車マップの作成を行い、完成した自転車マップの情報発信及び自転車マップを使った

催事企画を実施する。 
電動アシスト付き自転車の普及促進のため、補助金・助成金の他の事例を調査研究する。電動アシ

スト付き自転車購入者のための補助制度を検討する。 
◆エコドライブについてまとめたガイドを作成し、エコドライバーやエコカー利用者を増やす。 
  

 

 
 

 
 

 問題  課題  
公共交通を利用して目的地に行くのを便利にする。  
交通空白地域をなくす。 
交通弱者をなくす。 
自家用車に頼らない生駒をつくろう。  
環境にやさしく、健康作りにも有効な 
自転車を交通手段に組み込もう。  
アイドリングストップ、エコドライブをする 
市民・事業者を増やす。 

駅や諸施設に行くのに不便な地域や、公共交通が
利用しにくい地域がある。  
高齢者や障がい者や怪我をした人、乳幼児を抱え
た人、車を運転できない人の移動が困難 
朝夕の駅前で、送迎自動車による渋滞が起きる。 
アイドリングストップやエコドライブを実践する
市民や事業者が少ない。  
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前半５年間のおもな活動成果と課題 

１ 第１段階 雨水利用の講演会を開催し、８０名の参加があった。 
       また、雨水タンクメーカーの協力を得て、『環境フェスティバル』で雨水タンクの 
       展示および説明を行った。 
２ 第２段階 『雨水利用ひろめ隊』を結成し、『環境フェスティバル』等のイベントにおいて啓 

発活動を行った。 
３ 第３段階 市内の幼稚園（９園）、保育園（４園）に雨水タンク（累計 5,200ℓ相当）を設置し、

水の大切さや雨水利用等について出前講座を実施した。 
       受講実績として幼稚園（９園）611 名、保育園（４園）314 名の参加があった。 
４ 第４段階 市による雨水タンク設置助成制度が開始され、利用実績が年々増加している。 
 
      市による雨水タンク設置補助事業の実績は、以下の通り。 

平成 22 年度（57 件、合計  9,907ℓ） 
平成 23 年度（60 件、合計 13,427ℓ） 
平成 24 年度（90 件、合計 15,333ℓ） 
累計 207 件、38,767ℓ の雨水タンクが、市内に設置された。 

雨水利用ひろめ隊 

雨水タンクの助成実績 

 
計画期間後半

（６～10 年）の

実施内容 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、 
生駒市環境モデル都市推進課の 
ホームページをご覧ください。 
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エ ネ ル ギ ー 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 雨水利用ひろめ隊 

ビジョン 雨水を暮らしに活かすまちづくり 

     

目的 かけがえのない水を大切に使い、無駄を減らすために、雨水を効率的に利用する。 

主体 ECO-net 生駒、行政 ( 環境経済部) 

対象 市民、幼稚園、小・中学校、事業者 

効果 
庭木の水やり、洗車、雑用水の節水、集中豪雨による溢水・渇水による水不足の緩

和、防火・防災時の非常用水として役立つ。 
 
 

 

 
 プロジェクトに関係する事業 
 教育総務部 環境教育の促進 スーパーエコスクール推進 
   全小中学校での環境教育の実施 
  環境経済部 雨水タンク設置促進 雨水タンク設置補助事業 
 

見直し 活動内容 
 
１ 雨水利用の推進 
雨水を活かす社会を目指し、これまで推進してきた雨水の貯留・利用だけでなく、新たに雨水浸

透利用を推進する啓発活動や講演会を開催する。 
 
２ 雨水タンクの普及 
雨水タンクの更なる普及を目指し、より安価な設置方法を検討し、設置希望者を対象とした講習

会等を通じて情報を提供する。 
事業者への情報提供など、設置促進のための働きかけを行う。 
 

３ 節水啓発の推進 
雨水利用の啓発の経験を活かし、より効果的な節水についての啓発活動を企画し開催する。 

 

 
 

 

 

 問題  課題 

雨水が利用されていない。  雨水利用をひろめよう。  
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前半５年間のおもな活動成果と課題 

１ 第１段階   太陽光発電応援団として『環境フェスティバル』等のイベントに参加し、太陽 
光発電の普及に努めた。市民の太陽光発電への理解・関心が高まってきたことも 
あり活動が順調に進んでいる。  

２ 第２段階  太陽光利用促進のため、講演会を 4 回開催した。また新たな試みとして太陽光 
発電設備の設置者と設置希望者の懇談会を開催した。また太陽熱利用の料理教 
室を高山幼稚園で体験型の教室として実施。園児・保護者ら多数の参加を得た。 

３ 第３段階  再生可能エネルギーでクリーンに暮らせるまちをめざして、市民ファンドによ 
る市民共同発電事業のために、「一般社団法人市民エネルギー生駒」を設立した。 

 
市による太陽光発電設置補助事業の実績は以下の通り （カッコ内は累計） 

    平成 20 年度  42 件（214 件） 設備容量  170kW  （801kW） 
    平成 21 年度  40 件（254 件） 設備容量  155kW  （955kW） 
    平成 22 年度  81 件（335 件） 設備容量  319kW （1,275kW） 
    平成 23 年度  80 件（415 件） 設備容量  311kW （1,585kW） 
    平成 24 年度 299 件（714 件） 設備容量 1,307kW（2,892kW）  
 公共施設への太陽光発電システムの設置 
    ５カ所（発電設備容量 58kW）から７カ所（92kW）に増加。 

 

太陽光発電応援団 

太陽光発電機の設置補助 

 
計画期間後半

（６～10 年）の
実施内容 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 
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エ ネ ル ギ ー 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 太陽光発電応援団 

ビジョン 自前のエネルギーでクリーンに暮らせるまち 

     

目的 
エネルギー循環社会への転換のために、興味のある人や設置希望者への情報提供・ア

ドバイスを行い、太陽光発電の普及をはかる。 

主体 ECO-net 生駒、行政(環境経済部) 

対象 市民・事業者・行政 

効果 非常時のエネルギー源確保、地球温暖化防止 

 

 

 
 プロジェクトに関係する事業 
 環境経済部 エネルギービジョン推進事業 再生可能エネルギーの導入拡大 
   市民向け太陽光発電システム設置補助 
   産業用太陽光発電システムの導入推進 
   公共施設への太陽光発電システムの導入推進 
  都市整備部 スマートコミュニティの推進 再生可能エネルギーの導入拡大 
   エネルギー利用効率の高い先進モデルの創出 
  教育総務部 環境教育の促進 スーパーエコスクールの推進

見直し 実施内容 
 
１ 住宅用太陽光発電をはじめとした再生可能エネルギー普及と推進 

普及対策として、設置予定者対象の講演会を開催する。 
また、開設を検討している「エネルギー相談所」において、設置者や設置予定者への相談やサポー

トを実施する。 
 
２ 産業用太陽光発電の推進 

「一般社団法人市民エネルギー生駒」による市民共同発電所事業に関わった経験を活かし、事業

者等による新たな市民ファンドによる市民共同発電所設立を支援する。 
 
３ 住宅用太陽熱利用普及拡大 

再生可能エネルギー利用の一つの選択肢として、太陽熱利用の普及のため、太陽熱温水器、太陽

熱調理器の展示会、講座を開催する。 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

創エネがあまり普及していない。 再生可能エネルギーを広めよう。 
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前半５年間のおもな活動成果と課題 

『エネルギー情報基地「ＥＣＯＭＡ（エコマ）ベース」の設立』 
１ 第１段階 省エネをテーマにした講座を実施するなど、エネルギー情報基地設置に向けた

情報発信を行った。   
２ 第２段階 人員・場所等の制約からエネルギー情報基地の設立に着手できていない。 
３ 第３段階 エネルギー情報基地は設置していないが、環境シンポジウムなどにおいて、再生

可能エネルギーに関する講演を企画した。また、環境啓発絵画のテーマを「エネ

ルギー」に変え、環境啓発カレンダーにエネルギーに関する情報を記載するなど

の情報発信を主に行った。 
 
『ＣＯ２ＣＯ２減らし創エネでエコマネーゲット』 
プロジェクト推進のため情報収集し、実施について検討を行ったがプロジェクトに着手でき

なかった。また、資源エネルギー庁により再生可能エネルギーの大幅な普及にもっとも有効な

政策手法として国際的に認められている『固定価格買取制度(FIT: Feed-in Tariffs)』が創設

されたことから、本プロジェクトは今後継続する必要がないと判断される。 
ただし、創エネ普及に向けた啓発等については、新たな取り組み事項として他のプロジェク

トにおいて実施する。 

 
２つを統合
したプロジ
ェクトの実
施内容 

エネルギー情報基地「ＥＣＯＭＡ（エコマ）ベース」の設立 
CO2 CO2（こつこつ）減らそう家庭の C02を 

左ページは元の計画 
右ページは見直し計画 

元のプロジェクトの詳細は、生駒市環境モデル都市推進課のホームページをご覧ください。 

上記２つのプロジェクトを統合し、６年目からは、新プロジェクト 
「エネルギー情報基地」に取り組む。 

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
分
野 
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エ ネ ル ギ ー 環 境 分 野 見直しプロジェクト 

プロジェクト名 エネルギー情報基地 

ビジョン 誰もがエネルギーについてよく知り、効率よく利用している。 

     

目的 

自然エネルギーを利用し、省・創エネルギーに重点を置く暮らしを市民に広め、環

境基本計画を実現するための人材を養成するとともに、省・創エネルギーの情報を

発信し、具体的な行動を促す。  

主体 ECO-net 生駒、行政(環境経済部)、市内環境団体 

対象 市民 

効果 

省・創エネルギーについて学習する場を提供することによって、省・創エネの知識

を持ち行動する人を集め、育てることができる。また、市民から相談を受けたり、

アドバイスをすることによって、市民に具体的な行動を促すことができる。  
 

 

 
 
 プロジェクトに関係する事業 
 環境経済部 エネルギービジョン推進事業 再生可能エネルギーの導入拡大 
   低炭素なまちづくりと暮らし方の推進 
  都市整備部 スマートコミュニティの推進 再生可能エネルギーの導入拡大 
   エネルギー利用効率の高い先進モデルの創出 
  

見直し 実施内容 

エネルギー情報基地は、「エネルギー相談所」と「創エネ・省エネファミリー制度の創設」に取り組

む 
１ 「エネルギー相談所」の開設 

市民ニーズの把握及び他の自治体の状況を調査し検討する。イベント等での出展を継続する。 
設置場所の選定及び相談員を育成・確保して、具体的な計画を立案し推進する。 
創エネ・書エネ効果を促進する、燃料電池や熱電併給設備（コージェネレーション）の普及動向

を調査し、情報発信及び普及に向けた啓発に努める。また、スマートコミュニティの他市の状況を

調査し、情報発信する。 
 

２ 「創エネ・省エネファミリー制度」の創設 
 太陽光発電設置者などの意見交換・交流の場として創エネ・省エネファミリー制度を創設する。本

制度の登録者等を対象に省エネ推進活動や情報発信を行い、市民の創エネ・省エネ意識の定着を図る。 
 

 

 
 

 
 

 問題  課題 

省エネ情報を見つけ広めよう。 
エネルギーを効率よく使うライフスタイル

を広めよう。  
再生可能エネルギーを広めよう。 

エネルギー消費の多い生活スタイルになって

いる。  
省エネ情報が不足している。  
創エネが普及していない。  
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第３章 推進の仕組みと残された課題 

 
策定時の生駒市環境基本計画には、「推進と評価の仕組み」とし

て、以下の枠内記載事項を掲げていました※。 
 この章では、生駒市環境基本計画に掲げた推進体制や進行管理シ

ステムが実現状況を紹介しています。あわせて、推進に当たって発

生している問題や、よりパートナーシップで計画推進するための課

題を取り上げています。 

 
 

１ 計画推進のあり方 

 計画の実行にあたって、市民・事業者・行政によるパートナーシップに

よる推進を基本的な考えとする。 

 

２ 進行管理システム 

 計画の進行管理に、ＰＤＣＡを用いる。 

 Ｐ 毎年度、年次計画を策定する。 

 Ｄ プロジェクトの実践 

 Ｃ 実施内容の点検・評価 

 Ａ 計画の見直し 

 

 

 

３ 計画の推進体制 

 パートナーシップによる推進体制 

・広く、市民、市民団体、事業者が参加できる計

画推進組織をつくる。 

 ・ プロジェクトごとに推進委員会を設ける。 

庁内推進組織 

・庁内関係課で、環境基本計画推進ワーキンググループを設置する。 

・庁内の環境管理を推進するため組織において、環境マネジメントシス

テムを運用し、計画の進行管理を図る。 
 

 ※生駒市環境基本計画 第３章「推進と評価の仕組み」p.76−78 より 
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■パートナーシップによる推進組織について 

◇計画推進組織の設立と、今後の計画推進の担い手 

６ページ「策定後のあゆみ」で紹介したように、計画策定後の平成 21（2009）年 10 月、市民・事

業者・行政によるパートナーシップ組織「生駒市環境基本計画推進会議（ECO-net 生駒）」が設立さ

れ、計画推進にあたってきました。５年目見直し事業も含めて、今後のプロジェクト推進も、引き続

き ECO-net 生駒が担っていくことになります。 
 

ECO-net 生駒の会員数の推移と会議開催 

  平成 21(2009)年度 平成 22(2010)年度 平成 23(2011)年度 平成 24(2012)年度 平成 25(2013)年度 

会員数 

カッコ内は個

人、年度末現在 

正会員 55（33） 

賛助会員 15（9） 

正会員 71（42） 

賛助会 23（14） 

正会員 93（59） 

賛助会員 26（16） 

正会員 100（68） 

賛助会員 26（15） 

正会員 101（68） 

賛助会員 27（14） 

会議開催 

10 月 30 日設立総

会開催以降 

運営委員会 8 回 

全体会 4 回開催 

総会 1 回 

運営委員会 23 回 

全体会 11 回開催 

総会 1 回 

運営委員会 23 回 

全体会 11 回開催 

総会 2 回 

運営委員会 16 回 

全体会 5 回開催 

総会 1 回 

運営委員会 12 回 

全体会 4 回開催 

 
◇プロジェクト推進の仕組みについて 

 計画策定時は、プロジェクトごとに推進委員会を設けることが計画されていました。実際には、ブ

ロジェクト立案を進めた「分野」をもとに「部会」が設けられ、分野ごとにプロジェクトを推進してい

ます。「部会」による推進と「プロジェクト制」での推進、それぞれに利点があるため、今後の推進に

あたって、プロジェクトによっては、プロジェクト単位の推進組織を設けることも考えられます。 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

◇計画の進行管理に、ＰＤＣＡを用いる 

 「５年目見直し事業」にあたって、プロジェクトごとにこれまでの５年間の成果のとりまとめと、

評価・見直しを行いました。計画策定時は、毎年度このような作業の実施を考えていました。今後は

毎年度、成果の取りまとめを実施し、推進状況のタイムリーな把握に努めるとともに、推進に携わっ

た人たちの達成感の創出にも努めます。 

 そのため、年度ごとの目標として、実施予定イベント等を列記するだけでなく、プロジェクトごと

に「成果目標」を設定します。これまでは、各プロジェクトの取りかかりの段階でもあり、イベント

の実施も「成果」として扱ってきました。ですが、計画期間も後半に入り、そのプロジェクトが目指

した目標にどれだけ近付けたかが問われることになるからです。 

総会 

運営委員会 

全体会 

事務局 

自然 

環境部会 

せいかつ 

環境部会 

まち・みち 

環境部会 

エネルギー 

環境部会 

共通 

部会 

ECO-net 生駒の組織図 委員派遣している会議等 
生駒市総合計画審議会 
生駒市環境審議会 
生駒市環境審議会エネルギービジョン策定部会 
生駒市地域公共交通活性化協議会 
生駒市環境マネジメントシステム推進会議 
生駒市都市計画審議会 
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■庁内推進組織および進捗管理の仕組み 

◇環境マネジメントシステムの構築・運用 

 生駒市環境基本計画が策定された後、市自らが実施する事業の環境負荷を少なくするため、環境マ

ネジメントシステムの整備に取り組んできました。平成 22（2010）年 12月、市長を本部長とする

「生駒市環境マネジメントシステム推進本部」を立ち上げ、以降、市庁舎だけでなく、市立の教育・

福祉・スポーツ・文化・医療施設、消防、水道事業など、市が関係するすべての施設等（指定管理者

を含む）を対象に、環境の取り組みの推進と、実施状況の監査を実施しています。 

 運用にあたっては、NPO 法人環境自治体会議が開発した、自治体向け環境マネジメントシステム

「LAS-E（Local Authority’s Standard in Environment）」に準拠したシステムを構築しました。

LAS-E は、公募の市民監査員が市事業を監査・評価するところに大きな特徴があります。また、取り

組みレベルを年々高めることも求められます。生駒市でも、運用開始以降、毎年度、実施レベルの向

上に取り組んでいます。 
 

LAS-E の取り組み 

 LAS-E では、自治体の取り組み状況に応じて第 1ステージから第 3ステージまであり、各ス

テージが第 1ステップから第 3ステップで区分されています。生駒市では、取り組みを開始し

た当初から毎年度取り組みレベルの向上を図っています。 

 

平成 23 年 2 月 LAS-E 第 1 ステージ（旧規格）監査実施 
対象施設・課 92。 庁内事務活動における環境配慮の実施状況を監査した。 

同年 7月 LAS-E 第 1 ステージ合格証取得 
平成 24 年 2 月 LAS-E 第 1 ステージ第３ステップ監査実施 
        対象施設・課 171。 監査対象を小中学校、幼稚園、保育園にまで広げる。 

同年 7月 LAS-E 第 1 ステージ第 3ステップ合格証取得 
平成 25 年 2 月 LAS-E 第 2 ステージ第 1ステップ監査実施 
        対象施設・課 159。 地域全体の環境活動の実施や事業活動における環境配慮 

も監査項目に含める。 
   同年 7月 LAS-E 第 2 ステージ第 1ステップ合格証取得 
平成 26 年 2 月 LAS-E 第 2 ステージ第 2ステップ監査実施 
        対象施設・課 94。 監査対象をしぼり、1施設・課あたりの質問時間を長くと 

るようにした。 
 

 LAS-E の詳細については、以下のＵＲＬをご覧ください。 

  http://www.colgei.org/LAS-E/LAS-E_top.htm」 または環境自治体スタンダードで検索 
 

環境マネジメントシステムの成果 
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東日本大震災が発生した平成 23（2011）以前から、生駒市では市庁舎および関連施設での節電や省資
源化活動に取り組んできましたが、平成 23（2011）以降は社会的な節電要請を受け、電気使用量およ
びＣＯ2 排出量を大きく減らしています。 
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◇LAS-E 第２ステージで求められる「本来業務における環境配慮」 

平成 23（2011）年までは、おもに節電や節水、ごみ分別の履行などを庁内の各課や出先機関に求

め、実施状況を評価していました。平成 24（2012）年からは、それらの取り組みに加えて、それぞれ

の課や施設の本来業務のなかでの環境配慮行動が評価対象になります。環境政策課以外の課や施設

も、環境基本計画と関係のある事業に取り組んでいる場合があります。そのような事業について、

LAS-E の監査・評価システムを用いて、全庁的に進捗管理していくことになります。 

 

各部の今後の環境関連事業 

担当部 事業 具体的項目 関連プロジェクト 

市長公室 
市民活動支援 環境市民活動の支援 全プロジェクト 

市民向け環境啓発 広報誌への環境啓発記事の掲載 全プロジェクト 

企画財政部 地域公共交通の活性 コミュニティバスの整備拡充 
生駒市内で目的地へ楽しく楽
に移動する 

環境経済部 

家庭ごみの半減 

ごみ減量市民向け啓発 
フリーマーケット等の開発 

環境フェスティバル 

ごみ半減プランに基づき、平成 32 年度までに 21
年度比で、家庭系可燃ごみを半減（家庭ごみ有料
化の実施など） 

環境にやさしい売り方・買い方
を推進する生駒 
資源循環と学びのプロジェクト 

遊休農地活用促進 農業ビジョンに基づく遊休農地活用の促進 
遊休農地を優良農地にしよう！ 

地産地消の拡大 農業ビジョンに基づく地産地消の拡大  

リユースびん商品の普及 会議等での優先的使用、市民への普及啓発 
環境にやさしい売り方・買い方
を推進する生駒 

市民の省エネ実践支援 
省エネ性能の高い家電製品への買換え補助 
HEMS（家庭用エネルギー管理システム）の導入拡
大 

減らそう!家庭のＣＯ2を 

自転車利用の促進 自転車マップの作成支援 
生駒市内で目的地へ楽しく楽
に移動する 

雨水タンク設置促進 雨水タンク設置補助 雨水利用ひろめ隊 

エネルギービジョン推進
事業 
 

再生可能エネルギーの導入拡大 
市民向け太陽光発電システム設置補助 
産業用太陽光発電システムの導入推進 
公共施設への太陽光発電システムの導入推進 

減らそう!家庭のＣＯ2を 
太陽光発電応援団 
エネルギー情報基地 

低炭素なまちづくりと暮らし方の推進 エネルギー情報基地 

環境モデル都市事業の推進 低炭素“循環”型住宅都市の推進 全プロジェクト 

事業者の環境行動支援 
事業者への環境マネジメントシステムの普及 

 
グリーン購入の促進 

市民部 公共交通の利用促進 
地域公共交通総合連携計画に基づく公共交通の
利用促進 

生駒市内で目的地へ楽しく楽
に移動する 

建設部 
歩行者・自転車利用者の
安全確保 

自転車利用の促進支援 
生駒市内で目的地へ楽しく楽
に移動する 

都市整備部 

公園整備 
公園整備や野外イベントの開催など、市民が自
然と触れあう機会の拡大 

生駒の自然を観察しよう！そ
して保護していこう！ 

 市内緑化の推進 
  

緑の基本計画、景観計画に基づく緑化の推進。 

生駒の自然を観察しよう！そ
して保護していこう！ 
歩いて楽しい！環境まち・みち
づくりプロジェクト！ 

市民向け生垣助成 
歩いて楽しい！環境まち・みち
づくりプロジェクト！ 

開発行為における環境配慮 
生駒の自然を観察しよう！そ
して保護していこう！ 

市民の省エネ実践支援 既存住宅の省エネ改修支援 減らそう!家庭のＣＯ2を 

人材育成 自然を大切にする人材育成 

生駒の自然を観察しよう！そ
して保護していこう！ 
歩いて楽しい！環境まち・みち
づくりプロジェクト！ 
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スマートコミュニティの
推進 

緑被率、緑視率指標の導入と向上 
歩いて楽しい！環境まち・みち
づくりプロジェクト！ 

再生可能エネルギーの導入拡大 
エネルギー利用効率の高い先進モデルの創出 

太陽光発電応援団 
エネルギー情報基地 

教育総務部 環境教育の促進 

エコスクールへの応募(グリーンフラッグの取
得をめざす) 
環境教育の担い手育成 
全小中学校での環境教育の実施 

生駒市環境市民講座（ECO-net
講座） 
資源循環と学びのプロジェクト
雨水利用ひろめ隊 

スーパーエコスクール推進 
雨水利用ひろめ隊 
太陽光発電応援団 

生涯学習部 市民向け環境啓発 
市民向け環境講座の実施（実施講座のなかで実
施） 

生駒市環境市民講座（ECO-net
講座） 

上下水道部 

公共下水道の普及 
効率的な汚水処理施設整備基本計画に基づき、
平成 30 年までに 72.9%普及 

取り戻そう子どもが願う竜田
川！ 

市民向け啓発 
合併処理浄化槽設置推進 
浄化センターでの市民啓発 

水道水利用の促進  

給水スポットの整備による「マイボトル持参」の
促進 環境にやさしい売り方・買い方

を推進する生駒 利き水の実施などによる水道水利用の市民啓発
（飲料用容器包装ごみの削減） 

全部共通 
環境マネジメントシステ
ムの共通実施項目の取組 

環境マネジメントシステムに掲げる共通実施項
目の取組推進  

 ――――――――――― 

 

 

◇「庁内推進ワーキンググループの設置」について 

 「庁内関係課で、環境基本計画推進ワーキンググループを設置する」については、現在までのとこ

ろ実現していません。５年目見直し事業のなかでも、ECO-net 生駒の市民メンバーからワーキンググ

ループの早期設置を求める声が出されました。 

 環境基本計画推進ワーキンググループは実現していませんが、別の形で環境基本計画の関連課を巻

き込む仕組みがつくられつつあります。ひとつは、前に紹介した環境マネジメントシステム（LAS-E）

のステージアップにより、各課・機関の本来業務における環境配慮が求められるようになったこと。

もうひとつは、次に紹介する「部の仕事目標」への位置づけです。 

 

◇総合計画や行革大綱と並び、環境基本計画を「部の仕事目標」の対象に位置付け 

 平成 25（2013）年 7月、環境基本計画に関する事業を、「部の仕事目標」の対象に位置づけられる

ことになりました。「部の仕事目標」は、市長マニフェストと、これを反映させた第５次生駒市総合計

画、行革大綱に掲げられた目標を、毎年度各部に割り振るものです。部から所属課へ、それを受けて

各個人の目標設定が求められます。結果はホームページ等で市民に公開されます。 

生駒市では、この仕組みにおいて、環境基本計画を、総合計画や行革大綱と同じように「部の仕事

目標」の対象として位置づけ、全庁的に進捗管理することになりました。環境基本計画の協働プロジ

ェクトと関連のある事業を行っている課や施設と調整し、協力を求めていくことになります。平成 26

（2014）年度から運用を始めます。 
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■残された課題 

◇残された課題も多い 

 今回の５年目計画見直し事業では、協働プロジェクトの内容見直しに力点を置いて議論をすすめま

した。一方で、推進の仕組みや運営方法についても、機会を設けて議論してきました。その成果の一

部は、前ページまでに紹介したように、市の環境マネジメントシステムの改良などに活かされまし

た。また、５年前の策定時に計画した進行管理システム（ＰＤＣＡサイクル）も、年次計画に「成果

目標」を設定することにより、実現の土台ができました。 

 ただ、議論のなかで浮かび上がった問題が、すべてが解決したわけではありません。たとえば、計

画見直しと併行して実施した ECO-net 生駒全体会においても、市長や講師として招いた学識者、参加

された市民・市内事業者から、以下のような意見が出されました。 

 

◇第１回計画見直し全体会で出された意見 

平成 25（2013）年 7月 8日に開催された第 1回計画見直し全体会では、おもに計画の推進のあり方

について意見が出されました。以下は出席者や講師から出されたおもな意見・提言です。 

 

 第１回全体会であいさつと問題提起をする山下市長  生駒市環境基本計画について議論する参加者たち 

 

・活動メンバーが固定化し、推進会議の会員数も伸び悩んでいる。特に若年層に未浸透。 

・事務作業等、行政と市民の役割分担を明確にする。 

・計画に盛り込んだことがどこまで実現できたか、毎年、進捗状況をチェックする。 
・「活動の見える化」、成果の発信（広報）が重要。各プロジェクトの進捗が確認できるものにする。 

・事業者（企業）の巻き込みが必要。 

・多くの市民にとって参加しやすい、楽しいイベントや行事が必要。 

・市内の他の団体を巻き込んだ活動ができていない。教育関係や自治会環境部会との連携が必要。 

・環境教育拠点が必要 など。 

 

◇第２回計画見直し全体会で出された問題提起 

 平成25（2013）年８月23日に開催された第２回計画見直し全体会には、龍谷大学政策学部土山希美

枝准教授を講師に招き、「市民と行政の『協働幻想』を越えて」というタイトルで講演していただきま

した。土山准教授は以下の問題提起をされました。 

・市民と行政の協働って、「やらなきゃいけないもの」として、無理していないか 

・何のための協働か、それぞれの違いをどう活かすか明確になっているか 
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・補助金を受けている市民団体には、他の一般市民に対して、事業成果などの説明責任がある…など。 

 上記２回の全体会で出された問題提起の多くは、今後の事業推進上、避けて通れないものです。こ

のうち、「成果の発信や、プロジェクト推進状況の見える化」については、計画見直しと併行して進め

ている ECO-net 生駒のホームページ改定のなかで、実現していく予定です。毎年のプロジェクト進捗

管理については、前述の通りです。また事業者の参加を広げる取り組みも早急に具体化します。それ

以外の問題提起のなかには、解決の難しいものが多く含まれていますが、市民と行政で継続して検討

していくことを確認しています。 

 

以上２回の全体会の詳細は、以下のＵＲＬをご覧いただくか、 生駒市環境基本計画

見直し事業で検索してください。 

http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/05300/22/01.html  

 

 なお、11 月 27 日に開催された第３回見直し全体会では、環境審議会の槇村会長、中西副会長を招

き、プロジェクト見直しの進捗状況を報告するとともに、参加者らと意見交換を実施しました。平成

26 年３月 20 日には、第４回見直し全体会を開催し、計画推進の仲間を増やすための手立てを話し合

いました。 

 

■計画の実現に向けて 

 環境基本計画５年目見直し事業と併行して、「生駒市エネルギービジョン」が策定されました。位置

付けとしては、環境基本計画が上位計画となり、環境基本計画におけるエネルギー環境分野のビジョ

ンを実現するための個別計画となります。 

 平成 26年３月７日、生駒市は、内閣府より「環境モデル都市」の選定を受けました。これまでに全

国で２３都市が選定され、近畿では５番目、奈良県では初の選定となりました。選定にあたっては、

「市民・事業者・行政の協働で築く、低炭素“循環”型住宅都市」をコンセプトにした提案内容が評

価を受けましたが、生駒市環境基本計画（第２次）策定後の市民協働によるプロジェクト推進や、環

境マネジメントシステムの推進などの実績も、高い評価を受けました。 

今後、環境基本計画の各分野プロジェクトの推進と併行して、エネルギービジョンおよび「環境モ

デル都市」実現に向けた事業を推進するには、今まで以上に多くの市民や地域事業者の共感と参加を

得る必要があります。残された課題は多くありますが、その多くは、生駒市域における環境の取り組

みが大きく前進したことにより生まれたものであり、かつ環境基本計画に掲げた目標やビジョンの実

現に向け、真摯にプロジェクト推進に取り組んだことにより生まれたものです。一方、計画期間の前

半５年で、多くの成果が生まれました。後半５年での目標実現に向け、今回の見直しを機に、より多

くの市民や事業者の参加を得て、環境モデル都市協働の輪を大きくしていきます。 

 

 

生駒市の環境モデル選定および提案内容については、以下をご覧ください。 

「環境モデル都市」への選定について http://www.city.ikoma.lg.jp/img_dir/topic/8641_file1.pdf 
（生駒市）環境モデル都市提案書概要 http://www.city.ikoma.lg.jp/img_dir/topic/8641_file2.pdf 
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■資料 

◇生駒市環境審議会名簿（平成 25年度末現在） 

氏名
本審議会

での役職
所属等

槇村久子 会長 京都女子大学宗教・文化研究所客員教授

中西達也 副会長 弁護士

中谷尚敬 生駒市議会

白本和久 生駒市議会

田村有香 京都精華大学人文学部総合人文学科准教授

大西知巳 生駒市環境基本計画推進会議事業所会員

楠下孝雄 生駒市環境基本計画推進会議代表

藤堂宏子 生駒市自治連合会会長

中井武平 生駒市農業委員会副会長

西田利博 北田原工業会会長

山田善久 生駒商工会議所副会頭

遊津隆義 奈良県地球温暖化防止活動推進センター長

田中　武 公募市民

小池真紀 公募市民  
 

◇プロジェクトの見直しに協力いただいた人たち（ECO-net 生駒メンバー 敬称略、50 音順） 

自然環境分野 エネルギー環境分野

新居　延之 いこま棚田クラブ 浦川　隆男 まち・みち環境部会にも参加

川名　國夫 大石　哲郎

小宮山 豊 ECO-net生駒監事 角中　龍彦 (株)三協ECOPINE

斎藤　史之 楠下　孝雄 せいかつ環境部会にも参加

谷村　勇司 楠　正志

林松　成幸 榊　克之 (株)EM-Front

馬渕　梓 ECO-net生駒運営委員 辻垣　淳一

せいかつ環境分野

楠下　孝雄 ECO-net生駒代表 橋木　啓子

下山　一則 ECO-net生駒運営委員 山名　博美 ECO-net生駒副代表

新海　仁司 吉波　伸治

髙峯　幹男 ECO-net生駒運営委員

髙良　光江 共通分野　（武田氏以外、各分野からの選抜）

寺井　孝幸 関西メタルワーク(株) 武田　友希 運営委員　(株)生駒市衛生社

濱口　喜勝 楠下　孝雄 せいかつ環境部会

久山　紀子 エコイング 小宮山　豊 自然環境部会

藤中　章夫 (株)生駒市衛生社 下山　一則 せいかつ環境部会

諸熊　えい子 髙峯　幹男 せいかつ環境部会

髙良　光江 せいかつ環境部会

まち・みち環境分野 寺井　孝幸 せいかつ環境部会

浦川　隆男 エネルギー環境部会にも参加 西田　三千男 エネルギー環境部会

岡本　和雄 林松　成幸 自然環境部会

西尾　宗展 (株)ALLECT 福中　眞美 まち・みち環境部会

西川　烈 諸熊　えい子 せいかつ環境部会

西山　洋治 矢田　千鶴子 まち・みち環境部会

福中　眞美 ECO-net生駒運営委員 山名　博美 エネルギー環境部会

矢田　千鶴子 ECO-net生駒副代表

西田　三千男
NPO法人太陽光発電所ネットワーク

関西地域交流会(奈良交流会)
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生駒市環境基本計画  

豊かな自然と歴史と未来が融合したまち 
      ［いこま］  
  

５年目 中間見直し計画 
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